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台
風
12
号
の
影
響
が
心
配
さ
れ
た
８
月

２
日
の
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ま
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祭
り
。
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に
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ど
も
み
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い
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大
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４
４
０
０
人
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総
踊
り
な
ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

躍
っ
て
弾
け
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八
代
の
夏
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　「子どもの頃、地元の祭りは人もお店も
多くて、めちゃくちゃ楽しかったんです」。
　そう語るのは、日奈久の温泉旅館「金
波楼」で専務を務める松本啓佑さん。2
年前、日奈久を盛り上げようと地元の仲
間と一緒に同年代に声をかけ、日奈久の
PR やイベントの企画・運営を行うチー
ムを結成した。その名は「T

チ ー ム

eam  I
アイ

  ♥
ラブ

 
日奈久」。若さとそのアイデア力で、チー
ムの活動が日奈久に刺激を与えている。
　野球少年だった松本さんは、中学・高
校と熊本市内の学校に進学し、寮生活を
送りながら野球と勉学に励んだ。その後、
福岡で４年間過ごし、２２歳で家業の旅
館を継ぐことを決意。阿蘇の老舗旅館で
２年間修行を積み、２５歳で地元日奈久
に帰郷した。12 年ぶりに帰ってきた松
本さんの目に映った日奈久の街は、住む
人が減り、祭りの賑わいは幼少期の記憶
とは違ったものだった。そんな光景に寂
しさを感じていたとき、仲間と語り合う
中で「何かしようや」と意気投合した。
　チームのメンバーは１８人。日奈久在
住、在勤、出身者など決まりはない。た
だ１つ共通していることは「日奈久を愛

いつか大きなイベントを
日奈久でやりたい

松本 啓
け い す け

佑 さん  　（日奈久上西町）

T
チ ー ム

eam I
アイ

 ♥
ラブ

  日奈久 会長

している」ということ。職種も花
か

き農家
やいちご農家、プロパン販売、旅館経営、
竹輪製造販売など多種多様だ。それぞれ
繁忙・閑散期が違うため、月１回程度の
会議も日程調整が難しい。しかし、いざ
集まると和気あいあいとした雰囲気で、
どんどん意見やアイデアが出るという。

「メンバーの何気ない一言がアイデアと
なることがあります」と松本さん。母の
日にカーネーションを温泉に浮かべて観
光客をもてなす「日奈久温泉カーネー
ション風呂」もメンバーの一言から思い
がけず誕生したイベントだという。
　大変なのはやはり集客。どうしたら多
くの人に日奈久を訪れてもらえるかが課
題だ。チームでは「日奈久だけで盛り上
がっていても意味がない。市外・県外か
ら多くの人に訪れてほしい」という思い
で、イベントやＰＲなど試行錯誤してい
る。現在、力を入れているのは 11 月初
旬に開催予定の「第 3 回ラブひな杯タッ
グレース」。２年前に湯の里日奈久振興
会から引き継ぎいだ綱早がけ大会だ。回
を重ねるごとに楽しさが増していくよ
う、工夫を凝らしバージョンアップする
予定だ。
　いつか大きなイベントをやりたいとい
う松本さんの当面の夢は、丑の湯祭りで
の花火の復活。「めちゃくちゃ楽しかっ
たあの頃のように祭りを盛り上げたい」
と力を込める。その「楽しかった思い出」
を原動力に、松本さん率いる Team I  ♥  
日奈久は活動を続ける。

▲ Team I♥日奈久のメンバー。
　日奈久を愛するメンバー募集中
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始
ま
る
よ
ぉ
！ 

第
15
回 

九
月
は
日
奈
久
で
山
頭
火

協
賛
あ
っ
た
か
ハ
ー
ト
ふ
れ
あ
い
劇
団

無
料
公
演

15
周
年
特
別
展
示 

１
日
だ
け
の
山
頭
火
直
筆
資
料
展
示

山
頭
火
の
道
バ
ス
ツ
ア
ー

山
頭
火
ウ
ォ
ー
ク

日
奈
久
街
並
み
再
発
見

お
り
や
句
会

山
頭
火
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

と
　
き

と
こ
ろ

と
　
き

と
　
き

と
こ
ろ

と
　
き

と
こ
ろ

と
　
き

と
こ
ろ

と
　
き

と
こ
ろ

と
こ
ろ

と
　
き

と
　
き

集
合
場
所

集
合
場
所

集
合
場
所

内
　
容

内
　
容

内
　
容

音
楽
劇「
山
頭
火 

空
に
飛
ぶ
～
日
奈
久
編
～
」

熊
本
近
代
文
学
館
の
資
料
を
展
示

※
午
前
８
時
30
分
八
代
駅
前
に
送
迎
バ
ス
有

※ 

送
迎
あ
り
。日
奈
久
温
泉
憩
い
の
広
場（
午
前

　 

８
時
発
）、日
奈
久
ゆ
め
倉
庫（
午
後
３
時
発
）

※
受
付
は
午
前
８
時
～

※
山
頭
火
弁
当
、温
泉
入
湯
券
、記
念

　
品
、お
楽
し
み
券
付

▼ 

俳
句
入
賞
者
表
彰
式

▼ 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

▼ 

交
流
会

参
加
費

参
加
費

参
加
費

参
加
費

参
加
費

参
加
費

▼
お
楽
し
み
福
引
き
抽
選
会
　

　
午
後
２
時
～

申
込
み

講
　
師

８
月
30
日
㈯

午
前
10
時
～
正
午

日
奈
久
ゆ
め
倉
庫

９
月
７
日
㈰

午
前
10
時
～
正
午（
９
時
30
分
受
付
）

日
奈
久
ゆ
め
倉
庫

９
月
14
日
㈰  
午
後
１
時
～
３
時

柳
屋
旅
館

９
月
20
日 

㈯

日
奈
久
ゆ
め
倉
庫

９
月
14
日
㈰
　
２
回
公
演

午
後
２
時
～
、
午
後
７
時
～

日
奈
久
ゆ
め
倉
庫

９
月
20
日
㈯

午
前
10
時
～
午
後
６
時

日
奈
久
ゆ
め
倉
庫

日
奈
久
ゆ
め
倉
庫

９
月
21
日
㈰  

午
前
９
時
出
発

日
奈
久
ゆ
め
倉
庫

９
月
28
日
㈰  

午
前
９
時
出
発

球
磨
川
河
川
緑
地

・ 

講
演

・ 

座
談
会

 「
後
ろ
指
を
さ
さ
れ
る
勇
気
に
あ
や
か
り
た
い
」

  

講
師   

稲
垣
尚
友
氏
（
作
家
・
竹
細
工
師
）

 「
男
っ
て
い
う
奴
は
幾
つ
に
な
っ
て
も
…
」

  

司
会   

前
山
光
則
氏

  

パ
ネ
リ
ス
ト  

稲
垣
尚
友
氏
、
荒
川
健
一
氏

　（
写
真
家
）、
桑
原
哲
次
郎
氏
（
竹
細
工
師
）

コ
ー
ス    

日
奈
久 

→ 

二
見
駅 

→（
お
れ
ん
じ

鉄
道
）→
佐
敷
→
人
吉
→
あ
さ
ぎ
り
町
→
八
代

コ
ー
ス    

河
川
敷 

→ 

水
島 （
流
藻
川
沿
い
も
歩

き
ま
す
） 

→ 

日
奈
久
温
泉
神
社（
約
13
㎞
）

午
後
１
時
～
１
時
30
分

午
後
１
時
30
分
～
４
時
10
分

午
後
６
時
30
分
～

子
ど
も
六
郎
太
鼓
演
奏

保
育
園
児
の
太
鼓
演
奏
や
踊
り

日
奈
久
小
中
学
生
の
発
表

絵
手
紙
入
賞
者
表
彰

案
内
人
と
一
緒
に
、
明
治
か
ら

昭
和
ま
で
の
趣
が
残
る
日
奈
久

の
街
め
ぐ
り

午
後
０
時
30
分
ま
で
に
句
を
作

り
、
織
屋
に
提
出
。

５
０
０
円

竹
輪
、ラ
ム
ネ
、日
奈
久
竹
箸
付

無
料

１
０
０
０
円

４
０
０
０
円

４
０
０
０
円
（
昼
食
込
）

大
人
１
０
０
０
円
、
中
学
生
以

下
５
０
０
円

９
月
16
日
㈫
ま
で

※
山
頭
火
資
料
解
説

　
午
後
０
時
30
分
～
午
後
１
時

　
解
説
者 

井
上
智
重
氏（
近
代
文
学
館
館
長
）

星
永
文
夫
氏
、
米
村
恒
憲
氏

★
か
き
氷
の
お
店
、
農
産
物
販
売
の
「
ひ
ふ

み
館
」
も
開
店
。

くまモンも
来るよ♪

申込み・問合せ   日奈久温泉観光案内所 ☎ 38-0267

第 15回
九月は日奈久で山頭火
　昭和５年９月、放浪の俳人「種

た ね

田
だ

山
さ ん と う

頭火
か

」は日奈久を訪れ、「温泉はよい、ほんたうによい、
ここは山もよし海もよし、出来ることなら滞在したいのだが、いや一生動きたくないのだが」
と日記（行

ぎょう

乞
こ つ

記
き

）に記しています。その山頭火が宿泊した木賃宿「織
お り

屋
や

」を中心に、約１カ月間、
日奈久は山頭火一色に染まります。
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◆ 

織
屋 

無
料
一
般
公
開 

    

午
前
９
時
～
午
後
６
時

◆ 

版
画
家 

小
﨑
侃

　「
山
頭
火
の
世
界
木
版
画
展
」  

◆ 

絵
手
紙
作
品
展

◆ 

日
奈
久
ま
ち
な
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◆ 

協
賛 「
春
山
千
艸 

水
墨
画
教
室
作
品
展
」

　
山
頭
火
が
泊
ま
っ
た
宿
で
現
存
す
る
日

　
本
唯
一
の
建
物
「
織
屋
」
の
公
開

　
町
中
の
あ
ち
こ
ち
に
、
山
頭
火
の
句
を

　
書
い
た
丸
木
の
句
板
を
掲
示

　
小
﨑
侃
氏
の
木
版
画
を
展
示
・
販
売

と
こ
ろ
　
金
波
楼
ギ
ャ
ラ
リ
ー

と
こ
ろ
　
日
奈
久
ゆ
め
倉
庫

と
こ
ろ
　
柳
屋
旅
館
、
喫
茶
店
ケ
ン
ト

期間中 常時開催　８/30 ㈯～ 9/30 ㈫
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古
代
中
国
、

山
の
麓
か
ら
霊

水
が
流
れ
出
る
と
い
う
の
で
、
原
流
を

探
そ
う
と
帝み

か
ど
が
勅
使
を
派
遣
し
ま
す
。

勅
使
は
菊
の
花
が
咲
き
乱
れ
た
山
中
の

庵
に
７
０
０
年
も
前
の
周
の
穆ぼ

く
お
う王
に
仕

え
て
い
た
と
い
う
一
人
の
少
年
を
見
つ

け
て
驚
き
ま
す
。

　

少
年
は
、
王
の
枕
を
跨ま

た

い
で
し
ま
っ

た
の
で
罰
と
し
て
こ
の
山
に
い
る
こ
と
、

悪
意
が
無
い
の
を
憐
れ
ん
で
王
様
か
ら

二
句
の
偈げ

を
書
い
た
枕
を
頂
い
た
こ
と

を
話
し
ま
す
。
少
年
は
菊
の
葉
に
そ
の

文
字
を
写
し
書
い
て
、
た
ま
っ
た
露

を
飲
ん
で
い
ま
し
た
が
、
実
は
そ
れ

が
霊
薬
だ
っ
た
の
で
す
。
お
か
げ
で

長
生
き
し
て
い
た
こ
と
に
驚
い
た
少

年
は
楽
し
く
舞
い
を
舞
っ
た
あ
と
、

帝
に
捧
げ
、
そ
の
ま
ま
山
中
の
庵
へ

と
帰
っ
て
い
き
ま
す
。

　

召
使
を
一
人
し
か
持
た
な
い
大
名

が
、
新
参
者
を
召
し
抱
え
よ
う
と
思
い

太た
ろ
う
か
じ
ゃ

郎
冠
者
を
遣
い
に
出
し
ま
す
。
太
郎

冠
者
は
街
道
で
相
応
し
い
男
に
声
を
か

け
連
れ
て
帰
り
目
通
り
を
さ
せ
る
と
、

こ
の
男
は
相
撲
が
得
意
だ
と
い
う
の
で

大
名
は
大
喜
び
。
早
速
そ
の
腕
前
を
確

か
め
よ
う
と
試
み
ま
す
が
…
。

※
太
郎
冠
者
…
最
も
古
参
の
召
使
い

八代演能会
文化庁　文化遺産を活かした地域活性化事業

と　き　　11月14日㈮
　　　　　開演：午後６時（開場：午後５時）
ところ　　厚生会館

演
目
／
出
演

能　
　
「
枕ま

く
ら
じ
ど
う

慈
童
」
／

　
　
　

櫻さ
く
ら
ま
う
じ
ん

間
右
陣
（
シ
テ
方
金こ

ん
ぱ
る春
流
）

狂
言　
「
蚊か

ず
も
う

相
撲
」
／

　
　
　

野の
む
ら
ま
ん
さ
い

村
萬
斎
（
狂
言
方
和い

ず
み泉
流
）

仕
舞　
「
胡
蝶
」
／
松ま

つ
い
し
ょ
う
こ

井
笙
子

連
吟　
「
高
砂
」
／
つ
る
ま
る
保
育
園
児

主　催　　八代妙見祭活性化協議会、妙見祭と能を考える会、八代市

能
「
枕
慈
童
」

狂
言
「
蚊
相
撲
」

能
に
親
し
む

能
楽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
　
　（
全
3
回
）
参
加
者
募
集

　
演
能
会
を
よ
り
楽
し
む
た
め
の
講
座

で
す
。（
参
加
無
料
）

講
師

シ
テ
方
金
春
流
・
櫻
間
右
陣 

師

シテ方金春流

櫻
さくらま

間 右
う じ ん

陣 能 楽

9
月
16
日
㈫
チ
ケ
ッ
ト
販
売
開
始

全
席
指
定 

３
０
０
０
円

販
売
窓
口

　
八
代
商
工
会
議
所
　
　
☎
32
６
１
９
１

　
八
代
よ
か
と
こ
宣
伝
隊
☎
31
８
２
０
０

　
昭
和
36
年
生
ま
れ
。
櫻
間
家

21
代
当
主
。
人
間
国
宝
・
故
櫻

間
道
雄
の
初
男
子
孫
で
、叔
父
・

金
太
郎
と
道
夫
の
嗣
子
と
な

る
。
重
要
無
形
文
化
財
総
合
指

定
者
。

　
左
陣
、弓
川（
芸
術
院
会
員
）、

金
太
郎
、
道
雄
と
能
楽
界
に
名

を
残
す
櫻
間
家
に
お
い
て
、
家

芸
を
継
承
し
能
楽
の
普
及
に
努

め
る
。

　
4
歳
か
ら
稽
古
を
は
じ
め
、

同
年
、
初
舞
台
。
平
成
16
年
1

月
1
日
、
櫻
間
家
代
々
の
当
主

名
「
右
陣
」
を
襲
名
。
国
内
公

演
の
ほ
か
海
外
公
演
も
多
数
。

ま
た
、
復
曲
や
新
作
活
動
も
意

欲
的
に
行
っ
て
い
る
。

　
櫻
間
家
は
、
肥
後
細
川
藩
に

能
楽
師
と
し
て
仕
え
た
家
柄

で
、
八
代
・
松
井
家
も
ま
た
能

楽
を
深
く
愛
好
し
交
流
を
重
ね

て
い
る
。

Sakurama Ujin Profire

能
楽
と
八
代
妙
見
祭

　

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
の
「
能
楽
」

は
、
八
代
で
は
江
戸
時
代
か
ら
細
川
家
・

松
井
家
が
守
り
伝
え
て
き
て
お
り
、
と

て
も
関
わ
り
の
深
い
も
の
で
す
。

　

そ
の
影
響
を
八
代
妙
見
祭
に
も
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
笠
鉾
の

さ
ま
ざ
ま
な
飾
り
も
「
菊
慈
童
」
や
「
蘇

鉄
」「
西
王
母
」
な
ど
謡
曲
（
能
の
台
本
）

に
登
場
す
る
お
め
で
た
い
題
材
が
選
ば

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
天
下
泰
平
や

八
代
の
繁
栄
、
市
民
の
不
老
長
寿
を
願

う
と
と
も
に
、
感
謝
の
気
持
ち
を
表
し

て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
現
在

で
も
、数
多
く
の
能
楽
愛
好
団
体
に
よ
っ

て
八
代
の
能
楽
は
脈
々
と
受
け
継
が
れ

て
い
ま
す
。

第
１
回
　
能
楽
鑑
賞
入
門
講
座

能
の
基
礎
知
識
に
つ
い
て

と　

き　

９
月
５
日
㈮

　
　
　
　

午
後
7
時
～
9
時

と
こ
ろ　

厚
生
会
館

第
２
回
　
八
代
演
能
会
「
枕
慈
童
」
鑑
賞

の
手
引
き

と　

き　

10
月
8
日
㈬

　
　
　
　

午
後
7
時
～
9
時

と
こ
ろ　

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

第
３
回
　
能
楽
鑑
賞
入
門
講
座

装
束
に
つ
い
て
（
着
付
実
演
付
き
講
座
）

と　

き　

10
月
30
日
㈭

　
　
　
　

午
後
7
時
～
9
時　

と
こ
ろ　

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

※
各
回
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
電
話
で

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ

文
化
ま
ち
づ
く
り
課
☎
33
４
５
３
３
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～ 4流 ( 皇風煎茶禮式・表千家・裏千家・肥後古流 )の大茶会～

平成 26 年度

八代市文化祭

　市内の芸術文化団体や市民が日頃の活動を発表する場として、市内公
共施設などで 11月 9日まで開催します。
　文化の秋、身近な芸術に触れる絶好のチャンスです。ぜひこの機会に
お出かけください。

問合せ　文化まちづくり課

　　　　☎３３－４５３３

第 56 回熊本県芸術文化祭参加事業

   舞　台

   展　示

   文　芸

   茶　会

名　　称 開催日 開催時間 会　　場

洋舞・詩吟・器楽・民謡・
伝統芸能　　（36団体）

11月 2日 ( 日 )・3日 ( 月・祝 )
　※ 2日　午前 10時から式典
　　　　　大正琴でオープニング

午前 10時～
　　　　　午後 3時 30分

やつしろ
ハーモニーホール

日本舞踊　　(16 団体 ) 11 月 8日 ( 土 ) 午前 10時 30分～
厚生会館

市民合唱祭　(15 団体 ) 11 月 9日 ( 日） 午後 1時～ 4時

名　称 開催日 開催時間 会　場

合同茶会 10月 26日 ( 日 )
午前 9時 30分～午後 3時 30分
　※受付：午後 2時 30分まで

松浜軒

　　参加料：お茶券２席　1,500 円（展観料含む）

名　称 開催日 開催時間 会　場

俳　句　会 9月 14日 ( 日 ) 午後 1時～ 3時 柳屋旅館

短　歌　会 10月 13日 ( 月・祝 ) 午後 1時～ 4時 代陽公民館

名　　称 開催期間 開催時間 会　　場

書　道　展（八代書道連盟）9月 9日 ( 火 ) ～ 15 日 ( 月・祝 )

午前 9時～午後 5時
　※最終日は午後 4時まで

博物館
書　道　展（白竜書道会） 9月 17日 ( 水 ) ～ 21 日 ( 日 )

写　真　展 9月 23日 ( 火・祝 ) ～ 28日 ( 日 )

美　術　展 9月 30日 ( 火 ) ～ 10 月 5日 ( 日 )

菊　花　展 11月 1日 ( 土 ) ～ 9日 ( 日 ) 午前 9時～午後 4時 30分 八代宮

華　道　展
11月 2日 ( 日 )・3日 ( 月・祝 )

午前 9時 30分～
　　　　　午後 4時 30分
　※最終日は午後 4時まで

やつしろ
ハーモニーホール

盆栽・寒蘭・押花・水墨画、
イラスト、レザークラフト、手織展

書道、手芸編物、ビーズ展 11月 8日 ( 土 )・9日 ( 日 ) 厚生会館

入
場
無
料
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子
育
て
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
平
成
24
年
８
月
に
制
定
さ
れ
た
「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
法
」
と
関
連
す
る
法
律
に
基
づ
く
新
し
い
制
度
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

幼
児
期
の
教
育
や
保
育
な
ど
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な

子
育
て
支
援
の
量
の
拡
充
や
質
の
向
上
を
進
め
ま
す
。

少
人
数
の
子
ど
も
を
保
育
す
る
事
業
の
創
設
を
検
討

し
、
身
近
な
保
育
の
場
を
確
保
し
ま
す
。

子
ど
も
が
減
少
し
て
い
る
地
域
の
子
育
て
を
支
援
し

ま
す
。

幼
児
期
の
教
育
を
行

う
施
設

　
利
用
を
希
望
す
る
保
護
者
は
、
子
ど
も
の
年
齢
や
教
育
・
保
育
の

希
望
に
よ
っ
て
３
つ
の
区
分
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
一
部
の
施
設
は
、
認
定
を
受
け
な
く
て
も
利
用
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
一
時
預
か
り
や
延
長
保
育
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
こ
ど
も
プ

ラ
ザ
な
ど
の
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
、
病
児
・
病
後
児
保
育
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
の
事
業
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
計
画
期
間
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
31
年
度
ま
で
の
５
年
間
で
す
。

現
在
、
教
育
や
保
育
の
機
関
、
子
育
て
中
の
保
護
者
な
ど
の
委
員
15

人
で
構
成
さ
れ
た
「
八
代
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」
で
、
計
画
の

策
定
な
ど
の
審
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

幼
稚
園
や
保
育
園
の
入
園
手
続
き
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

保
育
料
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

　
子
ど
も
が
満
３
歳
以
上
で
、

教
育
を
希
望
す
る
場
合

幼
稚
園

認
定
こ
ど
も
園

保
育
園

認
定
こ
ど
も
園

保
育
園

認
定
こ
ど
も
園

地
域
型
保
育

　
子
ど
も
が
満
３
歳
以
上
で
、

保
育
の
必
要
な
事
由
に
該
当

し
、
保
育
を
希
望
す
る
場
合

　
子
ど
も
が
満
３
歳
未
満
で
、

保
育
の
必
要
な
事
由
に
該
当

し
、
保
育
を
希
望
す
る
場
合

教
育
と
保
育
を
一
体

的
に
行
う
施
設

就
労
な
ど
の
た
め
に

家
庭
で
保
育
で
き
な

い
保
護
者
に
代
わ
っ

て
保
育
す
る
施
設

少
人
数
の
単
位
で
子

ど
も
を
預
か
る
施
設

（
家
庭
的
保
育
、
小

規
模
保
育
な
ど
）

１
．
取
り
組
み

２
．
教
育
・
保
育
の
場
は
、４
つ
の
種
類
に
な
り
ま
す

３
．
施
設
利
用
の
た
め
の
認
定
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す

５
．「
八
代
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

　
　
を
つ
く
り
ま
す

→ 

こ
れ
ま
で
の
手
続
き
の
時
期
や
流
れ
は
大
き
く
変
わ
り

ま
せ
ん
。
３
つ
の
区
分
に
よ
る
認
定
を
受
け
、
認
定
証
が

交
付
さ
れ
ま
す
。
来
年
度
の
入
園
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

11
月
頃
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

→ 

現
行
の
負
担
水
準
や
保
護
者
の
所
得
に
応
じ
て
、国
が
今

後
定
め
る
基
準
を
上
限
に
、市
町
村
が
地
域
の
実
情
に
応
じ

て
定
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

４
．
地
域
の
子
育
て
支
援
も
充
実
し
て
い
き
ま
す

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
ス
タ
ー
ト

平
成
27
年
４
月

問合せ
こども未来課
☎ 33-8721

幼稚園

認定こども園地域型保育

保育園

１
号
認
定

２
号
認
定

３
号
認
定

Ｑ

Ａ
＆
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こころの SOS サイン
　あなたの身近に悩みや問題を一人で抱え込んで、思いつめて
いる人はいませんか。過度なストレス状態が続くと、心の病を
引き起こすかもしれません。大切な人をみんなで支え、守るた
めに、あなたにもできる4つのことを始めましょう。

はつらつ健康課　☎３２－７２００

　

あ
な
た
の
周
り
に
こ
ん
な
様
子

の
人
は
居
ま
せ
ん
か
。

○
突
然
泣
き
出
し
た
り
、
イ
ラ
イ

　
ラ
を
爆
発
さ
せ
る
な
ど
、
感
情

　
が
不
安
定

○
こ
れ
ま
で
関
心
が
あ
っ
た
こ
と

　
に
対
し
て
興
味
を
失
っ
た
よ
う

　
に
見
え
る

○
職
場
を
無
断
欠
勤
し
た
り
、行
方

　
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
り
す
る

○
交
際
が
減
り
、
引
き
こ
も
り
が

　
ち
に
な
っ
た

　

本
人
の
気
持
ち
や
言
葉
を
尊
重

し
ま
し
ょ
う
。
善
悪
の
評
価
や
助

言
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
相
手
の

辛
い
気
持
ち
を
受
け
止
め
ま
し
ょ

う
。・

心
配
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る

・
悩
み
を
真
剣
に
受
け
止
め
る

・
相
手
の
気
持
ち
に
寄
り
添
う

・
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
か
け
る

・
話
を
そ
ら
す

・
相
手
の
言
い
分
を
否
定
す
る

・
一
方
的
に
説
得
す
る

・
安
易
な
解
決
策
を
提
案
す
る

・
単
に
励
ま
す

　

早
め
に
専
門
家

な
ど
に
相
談
す
る

よ
う
に
促
し
ま

し
ょ
う
。

　

最
近
は
悩
み
や
問
題
が
複
雑
化

し
て
い
ま
す
。
専
門
家
に
相
談
す

る
こ
と
で
、
具
体
的
な
解
決
策
が

見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
相

談
窓
口
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の

で
、
相
談
者
へ
情
報
を
提
供
し
ま

し
ょ
う
。
保
健
セ
ン
タ
ー
で
も
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

温
か
く
寄
り
添
い
な
が
ら
、

じ
っ
く
り
と
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

専
門
家
に
つ
な
い
だ
か
ら
す
ぐ

に
解
決
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
一
見
元
気
に
な
っ
た
よ
う
に

見
え
て
も
、
悩
み
や
問
題
は
単
純

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
人
が
完
全

に
乗
り
越
え
る
ま
で
、
し
っ
か
り

と
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

　ゲートキーパーとは、悩んでいる人に気づき、声をかけ、話を聴いて、必要な支援につなぎ、見守る人
のことです。下記日程で養成講座を開催します。あなたにできることを一緒に考えましょう。

日　　時　　9 月 26 日㈮　午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分
場　　所　　市保健センター（高下西町 1726-5）
募集人数　　先着 20 人
料　　金　　無料
申込み・問合せ　 はつらつ健康課 ☎３２－７２００

あなたも命
ゲートキーパー

の門番宣言　～ ゲートキーパー 養成講座 ～

〇
八
代
保
健
所

☎
33
３
２
２
９

　

相
談
日
な
ど
、詳
細

は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
（
要
予
約
）

※
精
神
科
医
師
に
よ
る
無
料
相
談
も
行
っ

　
て
い
ま
す
。

※
日
程
は
毎
月
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載

〇
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６-

３
８
６-

１
１
６
６

〇
熊
本
こ
こ
ろ
の
電
話

☎
０
９
６-

２
８
５-

６
６
８
８

〇
熊
本
い
の
ち
の
電
話

☎
０
９
６-

３
５
３-

４
３
４
３

※
毎
月
10
日
は
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０-

７
３
８-

５
５
６

■
そ
の
他
の
相
談
機
関

ス
テ
ッ
プ
1

気
づ
く

話
を
聴
く

ス
テ
ッ
プ
2

つ
な
ぐ

ス
テ
ッ
プ
3

見
守
る

ス
テ
ッ
プ
4

　

心
理
士
が
本
人
と
家
族
に
寄
り

添
い
、無
料
で
相
談
を
受
け
ま
す
。

と　

き　

第
2
木
曜
日
の
午
前
と

　

第
4
月
曜
日
の
午
後（
要
予
約
）

※
日
程
は
毎
月
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載

と
こ
ろ　

市
保
健
セ
ン
タ
ー

申
込
み
・
問
合
せ　

は
つ
ら
つ
健

　

康
課
☎
32
７
２
０
０

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

ご
利
用
く
だ
さ
い

相
談
窓
口
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日
頃
か
ら
　 

７
つ
の
備
え

地
震
発
生
時
　 

８
つ
の
心
得

一人で悩まないで早めに相談しましょう

消費生活

　

ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
、
好
き
な

ア
イ
ド
ル
の
画
像
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
ら
、「
登

録
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
い
う
画
面
が

表
示
さ
れ
、
登
録
料
を
数
日
中
に
振
り
込
む
よ

う
に
書
い
て
あ
っ
た
。

〈
助
言
〉

　

一
度
ク
リ
ッ
ク
し
た
だ
け
で
お
金
を
請
求
す

る
こ
と
は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
絶

対
に
お
金
を
振
り
込
ま
な
い
よ
う
無
視
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
退
会
し
よ
う
と
し
て
メ
ー
ル
を
送
っ

た
り
電
話
し
た
り
す
る
こ
と
は
個
人
情
報
を
教

え
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
連
絡
や
交
渉
は
一
切

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問合せ　消費生活センター　☎３３－４１６２
　　　　市民活動支援課　　☎３３－４４８２

　

近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
な
ど

に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｔ
機
器
の
利
用
は
若
者
か
ら
高
齢
者
ま
で

全
世
代
に
広
が
っ
て
お
り
、
架
空
請
求
メ
ー
ル

や
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
請
求
、
出
会
い
系
サ
イ
ト
な

ど
に
よ
る
被
害
が
拡
大
。
八
代
市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
へ
の
相
談
件
数
は
、
平
成
25
年
度
が

１
０
７
件
と
平
成
23
年
度
の
約
1.8
倍
に
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

無
料
ゲ
ー
ム
は
何
を
し
て
も
無
料
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
多
く
の
場
合
、
有
料
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
よ
う
と
す
る
と
「
同
意
」
を
確
認
さ
れ
ま
す

が
、そ
れ
で
も
ゲ
ー
ム
に
熱
中
し
て
い
る
と「
数

百
円
な
ら
」
と
次
々
に
ア
イ
テ
ム
を
購
入
し
、

そ
の
積
み
重
ね
で
思
わ
ぬ
高
額
な
出
費

に
な
り
ま
す
。
遊
ん
で
い
る
間
は
通

信
料
も
か
か
る
の
で
注
意
が
必
要

で
す
。

　

利
用
の
前
に
利
用
規
約
を
し
っ

か
り
読
ん
で
計
画
的
に
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

　

あ
る
調
査
で
は
、
子
ど
も
に
携
帯
電
話
を
持

た
せ
て
い
る
親
の
約
７
割
が
、
子
ど
も
が
ど
ん

な
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
見
て
い
る
の
か
知
ら
な
い

と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
に
は
ま
だ
善
悪
を
判
断
す
る
能
力
や

危
険
予
知
の
力
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も

が
安
全
に
携
帯
電
話
を
使
う
た
め
に
、
持
た
せ

る
前
に
し
っ
か
り
話
し
合
い
家
庭
で
ル
ー
ル
を

決
め
ま
し
ょ
う
。

トラブル

お気軽にご相談ください
　　商品・サービスに関する苦情や業者とのトラ

　ブル、多重債務などで困ったら早めに相談を

〇消費生活相談窓口

と　き　午前 9時～午後 5時（月曜日～金曜日）

　　　　　※木曜日は午前 10時～午後 7時

ところ　消費生活センター

　　　　　（市役所 1階市民相談室内）

問合せ　☎３３－４１６２

　

消
費
生
活
講
座
で
は
、
専
門
の
相
談
員

が
出
向
き
最
近
の
相
談
事
例
や
悪
質
商
法

の
対
処
法
な
ど
を
お
話
し
し
ま
す
。

　

市
内
在
住
・
在
勤
の
団
体
や
グ
ル
ー
プ

で
申
し
込
み
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

事
例　

ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
詐
欺

パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
・
ス
マ
ホ
は

ト
ラ
ブ
ル
が
い
っ
ぱ
い

携
帯
電
話
の
請
求
金
額
が

と
ん
で
も
な
い
こ
と
に

携
帯
電
話
の
利
用
に
つ
い
て

ル
ー
ル
を
決
め
よ
う

ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座

実
施
中
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問合せ   防災安全課 ☎ 33-4112

　そのときどうする

  津波浸水想定図
 浸水域は平成25年3月 熊本県発表データより

「八代市地域防災計画（概要版）」（H26.3作成）表紙掲載

地震とそれに伴う津波は、いつ発生するか分かりません。
突然、地震発生。そんなときにまず何をしたらいいのか
を知っておくことが、自身や周りの人の安全確保につな
がります。

・地 津震 波

　

　
市
で
は
、
地
域
ご
と
の
危
険
度
や
耐
震
化
情
報

な
ど
を
掲
載
し
た
「
八
代
市
地
震
防
災
マ
ッ
プ
」

を
配
布
し
て
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
の
備
え
に
ご
活

用
く
だ
さ
い
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
防
災
訓
練
に
参
加
し
、
防
災
行
動
力

を
身
に
付
け
る
。

　

揺
れ
を
感
じ
た
ら
、
ま
ず
丈
夫
な
机
や
テ
ー
ブ

ル
の
下
に
身
を
隠
し
、
座
布
団
な
ど
が
身
近
に
あ

れ
ば
、
頭
部
を
保
護
す
る
。

　

家
族
で
「
家
の
中
で
ど
こ
が
安
全
か
、
避
難
場

所
は
ど
こ
に
あ
る
か
、
避
難
す
る
と
き
に
何
を
持

ち
出
す
か
」
な
ど
を
決
め
て
お
く
。

　

玄
関
な
ど
の
扉
を
開
け
て
非
常
脱
出
口
を
確
保

す
る
。

　

住
宅
の
耐
震
診
断
を
実
施
す
る
。

　

周
囲
の
状
況
を
確
か
め
、
揺
れ
が
収
ま
る
ま
で

は
慌
て
て
外
へ
飛
び
出
す
こ
と
な
く
落
ち
着
い
て

行
動
す
る
。

　

家
具
や
食
器
棚
の
転
倒
防
止
、
中
身
が
飛
散
し

な
い
よ
う
扉
を
留
め
具
で
固
定
す
る
。

　

使
用
中
の
ガ
ス
器
具
や
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
火
を

素
早
く
消
し
、
ガ
ス
器
具
は
元
栓
を
閉
め
、
電
気

器
具
は
電
源
プ
ラ
グ
を
抜
く
。

　

消
火
器
や
懐
中
電
灯
、
厚
手
の
ス
リ
ッ
パ
（
ガ

ラ
ス
に
よ
る
け
が
防
止
）
な
ど
を
用
意
す
る
。

　

狭
い
路
地
や
塀
際
は
、
瓦
な
ど
が
落
ち
て
き
た

り
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
が
倒
れ
た
り
す
る
の
で
注

意
す
る
。
ま
た
、
崖
や
川
べ
り
は
地
盤
の
緩
み
で

崩
れ
や
す
く
な
っ
て
い
る
の
で
注
意
す
る
。

　

避
難
場
所
で
の
生
活
に
最
低
限
必
要
な
も
の
を

準
備
す
る
。

　

避
難
は
徒
歩
で
、持
ち
物
は
最
小
限
に
抑
え
る
。

強
い
地
震
（
震
度
４
以
上
）
を
感
じ
た
と
き
は
、

海
岸
か
ら
離
れ
、
津
波
情
報
を
確
認
し
た
ら
、
高

台
な
ど
安
全
な
場
所
に
避
難
す
る
。

　

地
震
時
に
落
ち
合
う
場
所
や
安
否
情
報
を
取
り

次
ぎ
し
て
も
ら
え
る
遠
方
の
親
戚
な
ど
を
決
め
て

お
く
。
ま
た
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
「
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

１
７
１
」、
携
帯
電
話
会
社
の
「
災
害
用
伝
言
板
」

の
活
用
方
法
を
確
認
し
て
お
く
。

　

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
の
報
道
に
注
意
し
、
市
役
所

な
ど
か
ら
の
情
報
に
は
、
絶
え
ず
注
意
す
る
。

　

み
ん
な
が
お
互
い
協
力
し
合
っ
て
、
応
急
救
護

を
す
る
。
建
物
の
倒
壊
や
落
下
物
な
ど
の
下
敷
き

に
な
っ
た
人
が
い
た
ら
、
協
力
し
合
っ
て
救
出
活

動
を
行
う
。

１
．
防
災
訓
練

１
．
机
や
テ
ー
ブ
ル
に
身
を
隠
す

２
．
家
庭
の
防
災
会
議

２
．
非
常
脱
出
口
の
確
保

３
．
住
宅
の
耐
震
診
断
、
耐
震
補
強

３
．
慌
て
て
外
へ
飛
び
出
さ
な
い

４
．
家
具
な
ど
の
転
倒
・
落
下
防
止

４
．
素
早
く
火
の
始
末
を
す
る

５
．
消
火
器
な
ど
の
備
え

５
．
狭
い
路
地
、
塀
際
、
崖
や
川
べ
り
に
　

　
近
寄
ら
な
い

８
．
協
力
し
合
っ
て
応
急
救
護
、
救
出
活
　

　
動
を

６
．
非
常
持
出
品
の
準
備

６
．
避
難
す
る
と
き
の
注
意
点

７
．
家
族
の
安
否
の
確
認
方
法

７
．
正
し
い
情
報
の
入
手
を

日
頃
か
ら
　 

７
つ
の
備
え

地
震
発
生
時
　 

８
つ
の
心
得

津波 に備える

津波避難ビル一覧

H26.8.1現在

　平成 25年に熊本県が行った地震津波の
調査によると、八代市では、震度７の地震
が発生し、揺れにより堤防が破壊された場
合、約 6,500㏊という広範囲が津波によ
る浸水の被害を受けるという結果になりま
した。
　本市では、下表の 12の施設と「津波災
害等における緊急一時避難施設に関する協
定」を結んでおり、これらの施設を津波に
襲われた際の避難場所として「津波避難ビ
ル」に指定しています。
　お住まい近くの施設を確認しておきま
しょう。

 
施設名 所在地

1 熊本交通運輸 鏡町倉庫 鏡 町 鏡
2 ＪＡやつしろ中央第一カントリー 昭和日進町
3 ＪＡやつしろ総合青果物センター 古 閑 浜 町
4 ＪＡやつしろ中央トマト選果場 古 閑 浜 町
5 介護老人保健施設とまと 本館 郡築一番町
6 介護老人保健施設とまと 南館 郡築一番町
7 八代病院 二病棟 郡築一番町
8 ＪＡやつしろ南部トマト選果場 植柳下町
9 ケアハウス　偕老苑 大福寺町
10 ホテル　大黒屋 麦島西町
11 イオン八代ショッピングセンター 沖　町
12 ゆめタウン八代 建 馬 町
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路
線
バ
ス
「
松
橋
線
（
鏡
経
由
）」  「
種
山
線
（
市

役
所
発
着
便
）」「
新
八
代
駅
線 

」
が
上
下
線
と

も
に
左
図
の
新
ル
ー
ト
を
走
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
こ
の
変
更
に
伴
い
、
バ
ス
停
の
場
所
も
左

図
の
①
→
②
へ
、③
→
④
へ
と
変
わ
り
ま
す
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
新
し
い
バ
ス
停
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

路
線
バ
ス
「
東
町
線
」
に
停
留
所
「
井
上
町
南
」
を
新
設
し
ま
す
。

２
． 

バ
ス
停
の
新
設

10 月１日から

路線バスの運行内容が
一部変更になります

利用者の利便性と運行の安全性を向上させるために実施されます。

問合せ 企画政策課　☎ 33-4104

 

１
．運
行
ル
ー
ト
と
バ
ス
停
の
変
更

八代
第二中学校

フードプラザ
にしだ太田郷

小学校

上日置町 東町方面へ

八代市役所方面へ

既設

既設

太田郷小学校前

島田町

ルート

　

10
月
１
日
に
、
一
部
路
線
で
運
行
ダ
イ
ヤ
の
変
更
も
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
産
交
バ
ス
八
代
営
業
所

（
32
５
１
４
５
）
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
時
刻
表
や
運
賃

な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。ご
利
用
く
だ
さ
い
。

興国町

やつしろ
ハーモニーホール

大村橋
郵便局

有明楽器

松崎薬局

松橋方面へ

←八代市役所方面

産業道路

新八代駅・種山
方面へ

横手本町

毘舎丸町

大手町

廃止
既設

廃止

新設

新設

八代たばこ産業前

毘舎丸町

八代たばこ産業前

横手（毘舎丸町）

新ルート
旧ルート

井上町南

①

③

②

④



 11 Yatsushiro 2014. 9

9月 21 日～ 30 日は

秋の全国交通安全運動

あなたの地域の交通指導員を紹介します

　交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を習慣づけましょう。
　9月 30日は交通事故死ゼロを目指す日です。

　

八
代
市
で
は
今
年
１
月
か
ら

６
月
ま
で
に
、
２
０
３
件
の
交

通
事
故
が
発
生
し
、
５
人
が
死

亡
、
２
４
１
人
が
け
が
を
し
ま

し
た
。

　

交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た

め
に
も
、
常
に
周
囲
に
気
を

配
り
、
今
ま
で
に
「
ヒ
ヤ
リ
」

「
ハ
ッ
」
と
し
た
場
所
に
つ
い

て
は
、
も
う
一
度
確
認
す
る
な

ど
し
て
交
通
安
全
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

夕
暮
れ
時
と
夜
間

の
歩
行
中
・
自
転

車
乗
用
中
の
交
通

事
故
防
止
（
反
射
材
用
品
な
ど

の
着
用
の
推
進
と
自
転
車
前
照

灯
の
点
灯
の
徹
底
）

全
座
席
の
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

飲
酒
運
転
の
根
絶

通
安
全
の
普
及
活
動
な
ど

の
推
進
で
、
交
通
事
故
に

よ
る
死
傷
者
数
は
年
々
減
少
傾

向
が
続
い
て
い
ま
す
。し
か
し
、

依
然
と
し
て
高
い
状
態
で
推
移

し
て
い
ま
す
。

交　
安
全
運
転
日
本
一
を

　
目
指
し
ま
し
ょ
う

　
秋
の
交
通
安
全
の

  

運
動
重
点

村上　俊也 古島　規雄 米澤　道彦 昭 和 校 区 植 柳 校 区 代 陽 校 区
緒方　光一 岩瀬　良孝 坂 本 校 区 武井　弘治郎 片山　一郎 古山　直志
岩﨑　常男 佐藤　隆包 　  平山　直喜 宮 地 校 区 西田　和敏 八 代 校 区
廣岡　要一 村田　正夫   　上野     清 中川　勝造 八千把校区 有馬　光敏
森永　成人 木村　康夫 上村　一明 西場　行人 　  平岡     洋 　  田中     孝
奥川　淳市 前田　唯義 笹木　忠継 山口　律子 山本　芳彦 池鯉鮒　正弘

　  野田     優 中道　眞之 日奈久校区 高 田 校 区 松 高 校 区

20 校区
計 76 人

古田　廣美 右田　貫治 森　喜久男 近松　夫士治 稲田　豊喜
  　北島     章 山本　洋一 　  桒原　弘吉 板本　正勝 　  井上     孝

東 陽 校 区 山口　芳幸   　平田     強 　  元村     諒 太 田 郷 校 区
三好　健一 千 丁 校 区 城下　昭一郎 　  河南     勉 　  竹原     康
上村　俊司 　  水口　幸夫 　  二 見 校 区 橋本　佳久 　  大谷     篤
前田　鉱治 勝田　安則   　濱田     治 金 剛 校 区        郷　 輝昭
山本　雄二 　  和田     保 井本　良子 富田　俊一郎 上田　孝之
宮永　一幸   　村田     汎 山本　義男 山本　憲一 麦 島 校 区
泉 校 区 石橋　清一 山崎　繁春 郡 築 校 区 塔ノ上　充

村上　秀男 加耒　隆一 龍 峯 校 区 荒田　清次  　 森山     繁
澤村　秀雄 鏡 校 区 吉田　保則 鹿島　英樹 平山　義彦

発生件数 死傷者数
H18年 880 1135

H19年 807 1038

H24年 692 880

H25年 657 820

～～～

交通事故の発生状況
（八代・氷川警察署管内）

問
合
せ

八
代
警
察
署
☎
33
０
１
１
０

氷
川
警
察
署
☎
62
４
１
１
０

防
災
安
全
課
☎
33
４
１
１
２

※任期：平成 26 年４月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日

心
の
ゆ
と
り
が
身
を
守
る
。

　

あ
な
た
は
今
、

　
　

安
全
運
転
を
し
て
い
ま
す
か
。

飲酒
運転



    Yatsushiro 2014.9 12

平成17年4月1日から平成26年４月1日までに 243 人削減しています。

（２）職員退職の状況
※「採用」は前年4月2日から当年4月1日までの数を計上しています。

※「退職」は前年4月1日から当年3月31日までの数を計上しています。

区　分 平成25年度
定 年 退 職 25
勧 奨 退 職 5
普 通 退 職 6

その他 （死亡退職など） 0
合 　 　 計 36

（１）職員採用の状況　
区 　 分 試験の程度 平成26年度

競争試験

事 務 職
大卒程度 8
高卒程度 6

技 術 職 大卒程度 6
保 育 士 短大卒程度 2
保 健 師 短大卒程度 1
社 会 福 祉 士 短大卒程度 1
幼 稚 園 教 諭 短大卒程度 2
看 護 師 短大卒程度 2

計 28
選考（再任用） 2

合 計 30

（３）部門別職員数の状況（各年度 4 月 1 日現在）

部　門
　　職　　　　員　　　　数 H17から

の増減H22 H23 H24 H25 H26
議  会 10 10 10 10 10    ▲    8
総  務 244 238 236 230 222 ▲ 65 
税  務 73 71 70 67 67 ▲ 21
民  生 172 168 159 164 165 ▲ 42
衛  生 78 79 79 77 76    ▲    9
労  働 0 0 0 0 0    ▲    4

農林水産 100 97 96 95 101 ▲ 19
商  工 32 35 40 42 37  5
土  木 112 109 109 106 104 ▲ 20
教  育 180 172 164 159 161 ▲ 48
水  道 19 19 19 20 19             1
下水道 43 40 40 37 39    0
その他 90 91 92 86 86    ▲ 13
合　計 1,153 1,129 1,114 1,093 1,087 ▲ 243

（人）

（人）

（人）

１　職員の任免と職員数の状況2　職員の給与の状況
（１）職員の初任給の状況（一般行政職）

区　分 八代市 国
大　卒 172,200 円 172,200 円

短大卒 152,800 円 152,800 円
高　卒 140,100 円 140,100 円

（２）職員の平均給与月額と平均年齢の状況（一般行政職）

※平均給与には扶養手当、通勤手当などを含み、期末・勤勉手当は含みません。

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
328,472 円 377,170 円 43.4 歳

（３）職員手当の状況
区　分 八　代　市 国

扶養手当 配偶者…13,000 円 
その他の扶養親族…1 人 6,500 円

同　じ通勤手当
◆自動車などを利用する場合
　距離に応じて2,000円～24,500円 
◆ＪＲなどを利用する場合
　運賃に応じて55,000円まで支給

住居手当 ◆借家の場合…家賃に応じて27,000円
　　　　　　　を限度に支給

※退職手当の平均支給額は、平成25年度に退職した職員に支給さ
　れた平均額です。
※退職手当の支給率（月数）は、平成25年度から３カ年で段階的に
　引き下げを行い、引き下げ終了後は国と同じ支給率となります。

（４）退職手当の状況  （平成26年3月31日現在）
八　代　市 国

勤務年数
支　給　率  （ 月 数 ） 支　給　率  （ 月 数 ）

自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年
勤務20年 23.03月分 28.7875月分 21.62月分 27.025月分
勤務25年 32.83月分 38.955月分 30.82月分 36.57月分
勤務35年 46.55月分 55.86月分 43.7月分 52.44月分
最高限度額 46.55月分 55.86月分 52.44月分 52.44月分

平均支給額
（平均勤務年数）

4,203千円
（13年11月）

23,376千円
（36年2月）

（５）職員給与費の状況
　　 （普通会計決算：平成 23 年度〜25 年度）

年 度 普 通 会 計
職 員 数

給　与　費　：　普　通　会　計
給　　　料 職員手当など 期末・勤勉手当 計

H23 958 人 3,530,044 千円 495,595 千円 1,273,394 千円 5,299,033 千円
H24 　946 人 3,490,954 千円 473,143 千円 1,267,467 千円 5,231,564 千円
H25   939 人 3,461,531 千円 494,493 千円 1,263,432 千円 5,219,456 千円

増減  ▲ 19 人 ▲ 68,513 千円 ▲1,102千円 ▲ 9,962 千円 ▲ 79,577 千円

平成26年４月１日現在

市職員の給与と
人事管理の状況
八代市職員の給与は、国家公務員に準じ、市議会の議決を経
て決めています。
また、人事管理については、適正な人員管理を行うとともに
採用試験や職員研修を実施しています。

問合せ　人事課   ☎ 33-4102

1：
2：

3：

※
「地方財政状況調査表」より。
職員手当などには退職手当、
児童手当・子ども手当を含み
ません。

「増減」は平成23年度と25年度
を比較した数値です。
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（１）職員研修の実施状況
　　研修体系を『自己啓発』『職場内研修』『人“財”研修』に区分し、職員の資質と能力の向上を目指して実施してい

ます。

自己啓発 職員の能力開発の一環として、意欲ある職員の自己啓発を推進・助成することを目的としています。

職場内研修 職場内研修担当者を中心に、自由に提案や意見が出やすい雰囲気づくりを行い、職場内研修を活発
化し、職員の意識改革を促し、学習意欲を引き出すことを目的としています。

人“財”研修 人事課が実施する人“財”研修として『集合研修』と『派遣研修』の２種類に分けて行っています。
『集合研修』では、「新規採用職員」「中級職員」「管理監督職員」などが、それぞれの階層に必要な知識・
能力を習得します。

『派遣研修』では、中堅職員として必要な専門知識・技術を習得し、さらには民間企業における経営感
覚を学び、行政職員の資質・能力の向上を図ることを目的としています。

（２）勤務評定の状況（平成25年度）
　　10月1日を基準日とし、全職員を対象に勤務評定（本市では人事考課といいます）を実施し、職員の昇任、異動、

研修に活用しています。

（１）勤務時間、休憩時間、週休日の状況
◆ 1 日の勤務時間 7時間45分、1週間の勤務時間 38時間45分

※図書館などの教育施設、市立病院などは除きます。

（２）休暇制度の概要

勤 務 時 間 休 憩 時 間 週 休 日

8:30 ～ 17:15 12:00 ～ 13:00 土曜日、日曜日

処分（ 事由 ） 件数

分限処分 休職 （私傷病など） 3

懲戒処分 減給 1

休暇の種類 付　与　要　件 付与日数

年次有給休暇 職員の請求時 年20日を限度に付与

病 気 休 暇 職員の負傷・疾病による療養 必要と認める期間
（90日以内）

特
別
休
暇
（
主
な
も
の
）

結 婚 休 暇 結婚式などの行事 5日以内

産 前 休 暇 8週間（多胎妊娠14週間）以内に
出産予定 出産日までの請求期間

産 後 休 暇 女性職員が出産した場合 8週間

育 児 休 暇 生後満1歳に達しない子の育児 1日2回・各60分以内

親族の死亡休暇 親族の死亡 1日～7日

夏 季 休 暇 7月～9月の期間における休暇 3日

子の看護休暇 中学校就学前の子の看護
年5日（中学校就学前の
子が2人以上の場合は10
日）以内

組 合 休 暇 許可を得て職員団体の業務に従事 年30日以内（無給）

介 護 休 暇 家族の介護を行う 6カ月を超えない範囲
（無給）

※市ホームページにも掲載しています。
　 http://www.city.yatsushiro.kumamoto.jp/　

３　職員の研修と勤務評定の状況

４　職員の  勤務時間その他の勤務条件の状況

◆職員の健康診断の実施
◆市町村職員共済組合・市職員互助会による事業の実施

   （２）育児休業の取得状況（平成25年度）

※育児休業（無給）は、育児にかかる子が満３歳
　になるまで取得できます。

（３）利益の保護の状況（平成25年度）

 （１）職員の福祉の状況

 （１）特別職の報酬などの状況

新たに育児休業の
対象となった職員 うち取得者

男性職員 23 0
女性職員 17 17

計 40 17

内 容 件 数

職員の給与、勤務時間その他
勤務条件に関する措置の要求 0

職員に対する不利益な処分に
 ついての不服申立て 0

７　職員の福祉や利益の保護の状況

８　その他

５　職員の分限・懲戒処分の状況（平成 25 年度）

　服務に関する基本原則
　　地方公務員には、全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、全力
を挙げて職務に専念しなければならない根本基準のほか、次のような義
務が定められています。
①法令や上司の職務上の命令に従う義務
②信用失墜行為の禁止
③秘密を守る義務
④職務に専念する義務
⑤政治的行為の制限
⑥争議行為などの禁止
⑦営利企業などの従事制限

６　職員の服務の状況

区分 給料（報酬）月額など

給
料
・
報
酬

市　長 914,000円

副市長 731,000円

常勤監査委員 493,000円

教育長 639,000円

議　長 493,000円

副議長 448,000円

議　員 420,000円

期末手当（年間） 2.95月分
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臨
時
職
員
募
集

　
障
害
支
援
区
分
認
定
調
査
員

任
用
期
間　

10
月
１
日
～
27
年
３
月
31
日

勤
務
形
態　

平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
（
土
日
祝
日
と
年
末
年
始
は
休
み
）

勤
務
場
所　

市
役
所
本
庁

業
務
内
容

　

障
害
支
援
区
分
認
定
の
た
め
の
訪
問
調
査
な
ど

採
用
人
数　

１
人

応
募
資
格

　

①
保
健
師
、
看
護
師
、
准
看
護
師
の
い
ず
れ
か
の

有
資
格
者
で
実
務
経
験
２
年
以
上
の
人

　

②
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
お
持
ち
の
人

　

③
パ
ソ
コ
ン
操
作
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
）
が
で

き
る
人　

賃
　
金　

保
健
師（
日
額
７
６
０
０
円
）、看
護
師（
日

額
７
２
７
０
円
）、准
看
護
師（
日
額
６
９
１
０
円
）

　

※
距
離
に
応
じ
て
通
勤
手
当
支
給

選
考
方
法

　

面
接
に
よ
る
選
考
（
実
施
日
は
後
日
連
絡
）

申
込
方
法　

障
が
い
者
支
援
課
、
各
支
所
の
障
が
い

福
祉
担
当
窓
口
で
配
布
す
る
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
履
歴
書
、
資
格
を
証
明
す
る
書
類
の

写
し
を
添
え
て
、
９
月
16
日
㈫
ま
で
に
障
が
い
者

支
援
課
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

障
が
い
者
支
援
課
☎
35
０
２
９
４

　
　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

　
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
ま
ま
２
年
を
超

え
る
と
、
原
則
と
し
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
平
成
27
年
９
月
ま
で
に
限
り
、

　
福
祉
・
健
康

市
政
に
関
す
る
具
体
的
な
テ
ー
マ
の
も
と
に

市
民
と
市
長
が
懇
談
す
る
「
市
民
と
市
長
と
の
テ

ー
マ
ト
ー
ク（
懇
談
会
）」の
開
催
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象　

市
内
に
居
住
、
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し

て
い
る
人
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
団
体
や
グ
ル
ー

プ
（
各
種
団
体
、
自
治
会
、
企
業
、
学
校
の
サ

ー
ク
ル
な
ど
）
で
、
特
定
の
政
党
を
支
持
す
る

団
体
や
暴
力
団
、
宗
教
を
目
的
と
す
る
団
体
な

ど
は
除
き
ま
す
。

■
テ
ー
マ　

一
方
的
な
要
求
や
苦
情
な
ど
で
は
な

く
、広
く
市
民
生
活
に
関
す
る
事
柄
の
中
か
ら
、

具
体
的
な
テ
ー
マ
を
団
体
な
ど
で
設
定
し
て
く

だ
さ
い
。

■
参
加
人
数　

原
則
と
し
て
10
人
か
ら
30
人
ま
で

■
開
催
月　

11
月
、
１
月
、
２
月
（
後
期
）

■
開
催
日
時　

平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時

ま
で
の
間
で
、
時
間
は
90
分
以
内

■
開
催
場
所　

申
込
団
体
な
ど
が
設
定
さ
れ
た
場

所
（
市
内
に
限
る
）
で
行
い
ま
す
。
減
免
制
度

の
あ
る
公
共
施
設
以
外
で
会
場
使
用
料
な
ど
を

要
す
る
場
合
は
、
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。

■
開
催
方
法　

１　

会
場
の
手
配
や
準
備
は
、
主
に
申
込
団
体
な

ど
で
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

２　

市
長
の
ほ
か
市
長
が
必
要
と
認
め
る
職
員
が

同
席
し
ま
す
。

３　

懇
談
会
の
内
容
は
、
団
体
な
ど
の
代
表
者
か

ら
の
趣
旨
説
明
、
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
市
長
説

明
、市
民
と
市
長
と
の
懇
談
を
基
本
と
し
ま
す
。

４　

質
疑
や
意
見
交
換
を
す
る
場
と
し
、
一
方
的

な
要
求
や
苦
情
な
ど
は
話
題
と
し
ま
せ
ん
。

■
開
催
申
込　

テ
ー
マ
や
開
催
希
望
日
時
（
第
１

～
第
３
希
望
）、
開
催
場
所
な
ど
を
申
込
書
に

記
入
し
、
広
報
広
聴
課
へ
提
出
く
だ
さ
い
（
持

参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
）。
会
則
や
規

約
が
あ
る
場
合
は
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込

書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
広
聴
課
（
本
庁

２
階
）、
各
支
所
総
務
振
興
課
・
出
張
所
・
公

民
館
に
あ
り
ま
す
。
な
お
、
同
一
団
体
な
ど
の

開
催
申
込
は
、
１
年
に
つ
き
１
回
で
す
。

■
申
込
期
限　

９
月
30
日
㈫

■
開
催
決
定　

テ
ー
マ
や
開
催
希
望
日
時
な
ど
を

確
認
し
、
開
催
可
否
の
決
定
通
知
書
を
お
送
り

し
ま
す
。
な
お
、
開
催
決
定
後
、
緊
急
の
事
情

が
生
じ
た
場
合
に
は
開
催
を
延
期
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

■
公
表　

開
催
し
た
テ
ー
マ
ト
ー
ク
の
概
要
は
、

広
報
や
つ
し
ろ
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公

表
し
ま
す
。

問
合
せ　

広
報
広
聴
課
☎
33
４
１
０
１

募
　

集
　

市
民
と
市
長
と
の

テ
ー
マ
ト
ー
ク（
懇
談
会
）

　
　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座 

募
集

　　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
は
、
認
知
症
の
人
や

家
族
を
温
か
く
見
守
り
活
動
す
る
応
援
者
で
す
。

　

講
座
で
は
、
認
知
症
の
症
状
・
診
断
・
予
防
や
接

し
方
な
ど
、
基
本
的
な
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
説
明

し
ま
す
。ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
　
き　

９
月
19
日
㈮　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

麦
島
公
民
館　

中
会
議
室

定
　
員　

30
人
程
度
（
要
申
込
み
）　

参
加
費
無
料

※
「
テ
キ
ス
ト
」
と
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
配
布

申
込
み　

八
代
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
ま
と
☎
37
３
３
３
７

　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
寿
支
援
課
☎
33
４
４
３
６

　
　
や
つ
し
ろ
元
気
体
操
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
養
成
講
座
　
参
加
者
募
集

　

や
つ
し
ろ
元
気
体
操
は
、
高
齢
者
の
筋
力
維
持
・

向
上
に
効
果
的
で
、
市
内
21
会
場
で
開
催
中
で
す
。

今
回
の
講
座
を
受
講
し
て
、
自
分
の
健
康
の
た
め
、

地
域
の
た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
ま
せ
ん

か
。
運
動
が
苦
手
な
人
で
も
大
丈
夫
で
す
。

と
　
き　

10
月
１
日
㈬
・
８
日
㈬
の
全
２
回　

午
後

２
時
～

と
こ
ろ　

千
丁
支
所
２
階
大
会
議
室

内
　
容　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ポ
イ
ン
ト
、
健
康

チ
ェ
ッ
ク
、
や
つ
し
ろ
元
気
体
操
実
践
な
ど

対
　
象　

市
内
在
住
で
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
医

療
上
の
問
題
が
な
い
人　

15
人
程
度

受
講
料
　
無
料

申
込
み　

９
月
24
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
長
寿
支
援
課

☎
33
４
４
３
６
へ

↖
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病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
実
施
施
設

　
を
９
月
か
ら
１
ヵ
所
増
設
し
ま
す

病
児
・
病
後
児
保
育

　
病
気
か
病
気
回
復
時
の
お
子
さ
ん
を
預
か
り
、
専

任
の
看
護
師
、保
育
士
が
看
護
保
育
を
行
い
ま
す
。

事
前
に
こ
ど
も
未
来
課
か
実
施
施
設
で
登
録
が
必

要
で
す
。

増
設
施
設　

病
児
・
病
後
児
ハ
ウ
ス
ひ
か
り
（
新

地
町
１
‐
20
‐
２
八
代
ひ
か
り
保
育
園
正
門
横
☎

33
５
３
９
１
）

利
用
日　

月
～
金
曜

　

※
お
盆
、
年
末
年
始
、
土
日
祝
日
を
除
く

利
用
時
間　

午
前
７
時
30
分
～
午
後
６
時

対
　
象
　
０
歳
～
小
学
３
年
生

利
用
料　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
合
せ　

こ
ど
も
未
来
課
☎
33
８
７
２
１

 

東
町
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　

私
た
ち
の
住
む
東
町
地
域
は
、
六
つ
の
集
落
か

ら
な
る
人
口
約
１
７
０
人
の
小
さ
な
町
で
す
。
山

間
部
に
位
置
し
、
現
在
は
廃
校
と
な
っ
た
宮
地
東

小
学
校
を
中
心
に
、
住
民
み
ん
な
で
わ
き
あ
い
あ

い
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

一
年
間
の
活
動
を
振
り
返
っ
て
…

　

住
民
自
治
を
始
め
て
１
年
、
理
事
会
や
本
部
役

員
会
な
ど
は
、
み
な
さ
ん
が
出
席
で
き
る
よ
う
、

夜
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

年
々
過
疎
や
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
状
況
の

中
、
東
町
を
も
っ
と
多
く
の
人
た
ち
に
知
っ
て
も

ら
う
た
め
に
、
昨
年
は
「
ふ
れ
あ
い
農
業
体
験
～

米
つ
く
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
東
町
の
水
田
を

利
用
し
て
、
田
植
え
・
稲
刈
り
・
脱
穀
は
も
ち
ろ

ん
、
自
分
た
ち
で
育
て
た
餅
米
を
使
っ
た
餅
つ
き

大
会
も
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
宮
地
小
学
校
や
太
田
郷
小
学
校
の

児
童
の
ほ
か
市
外
か
ら
も
参
加
し
て
い
た
だ
い
た

こ
と
で
、
農
業
体
験
を
通
し
て
世
代
間
交
流
や
地

域
間
交
流
に
も
つ
な
が
る
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

い
ろ
ん
な
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
楽
し
い
ふ
れ
あ
い

問
合
せ　

市
民
活
動
支
援
課
☎
33
４
４
８
２

  
地
域
協
議
会
を
も
っ
と
知
り
た
い

　
住
民
自
治
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

の
時
間
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
協
議
会
と
し
て

も
大
変
満
足
し
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
の
活
動

　

今
年
は
、
25
年
程
前
ま
で
東
町
の
産
業
を
支

え
て
い
た
「
炭
焼
き
事
業
」
を
企
画
し
て
い
ま

す
。「
宮
地
の
炭
」
を
東
町
の
財
産
と
し
て
復

活
さ
せ
よ
う
と
協
議
会
で
検
討
し
、
当
時
の
炭

窯
の
土
を
再
利
用
し
て
新
し
い
炭
窯
を
製
作
し

ま
し
た
。
完
成
し
た
炭
窯
で
の
炭
づ
く
り
を
定

着
さ
せ
、「
竹
炭
や
木
炭
の
ご
用
命
は
東
町
」

と
い
わ
れ
る
ま
で
に
な
り
た
い
で
す
。
そ
の
他

に
も
、
農
業
体
験
や
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
な
ど
、
今

年
も
地
元
の
自
然
を
活
用
し
た
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

協
議
会
で
は
、
今
後
も
自
然
を
大
事
に
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
小
さ
な

東
町
な
ら
で
は
の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
体
験
事
業

に
、
ぜ
ひ
一
度
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
住
民

一
同
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▲
１
列
に
な
っ
て
の
田
植
え
作
業

◀
杵
と
臼
を
使
っ
て
の
餅
つ
き
体
験

平
成
25
年
２
月
17
日
　
設
立

東町地域
  まちづくり協議会
　　澤田 司 会長

　
　
全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害
者
の

　
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間

　
虐
待
、
差
別
、
偏
見
な
ど
、
高
齢
者
・
障
害
者
を

過
去
10
年
分
ま
で
遡
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
国
民
年
金
保
険
料
後
納
制
度
）。
３
年
度
以
上
遡
っ

て
保
険
料
を
納
付
す
る
際
は
、
加
算
金
が
か
か
り
ま

す
。

　

後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
将
来
の
年
金
額

を
増
や
し
た
り
、
年
金
の
受
給
権
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
既
に
老
齢
基
礎
年
金

を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

後
納
制
度
は
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
が
、
審
査

の
結
果
、
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　
　
　
　

☎
０
５
７
０
（
０
１
１
）
０
５
０

　

八
代
年
金
事
務
所
☎
35
６
１
４
３

め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

と
　
き　

９
月
８
日
㈪
～
12
日
㈮

　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　

９
月
13
日
㈯
～
14
日
㈰　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

相
談
電
話　

☎
０
５
７
０
（
０
０
３
）
１
１
０

※
相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

問
合
せ

　
　
　

熊
本
地
方
法
務
局
八
代
支
局
☎
32
２
６
５
４

　
産
　
業

　
　
く
ま
も
と
県
南
フ
ー
ド
バ
レ
ー

　
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

市
と
熊
本
県
立
大
学
が
共
催
で
「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
情
報
交
換
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

県
南
地
域
の
農
水
産
業
者
や
商
工
業
者
と
市
・
県

大
が
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
研
究
開
発
に
必
要

な
技
術
シ
ー
ズ
の
提
供
な
ど
を
通
じ
て
連
携
し
た
取

り
組
み
を
推
進
さ
せ
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
に

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

と
　
き　

９
月
24
日
㈬　

午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ　

千
丁
公
民
館
大
集
会
場

内
　
容　

県
南
や
市
に
お
け
る
フ
ー
ド
バ
レ
ー
の
現

状
、
県
大
の
取
り
組
み
紹
介
、
シ
ー
ズ
発
表
（
熊

本
県
産
農
産
物
の
機
能
性
評
価
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
情
報
発
信
・
農
産
物
販
売
支
援
シ
ス
テ
ム
研

究
）
な
ど

定
　
員　

１
５
０
人

申
込
方
法　

９
月
１
日
㈪
か
ら
受
付
開
始
。
代
表
者

氏
名
、
参
加
人
数
、
連
絡
先
、
所
属
を
明
記
し
、

熊
本
県
立
大
学
地
域
連
携
・
研
究
推
進
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
（
３
２
１
）
６
６
１
２

　

D
０
９
６
（
３
８
７
）
２
９
８
７

　

Grenkei-c@
pu-kum

am
oto.ac.jp

へ



　　

市民課・こども未来課
国保ねんきん課19:00まで

毎週木曜は窓口延長実施中

♥妊婦さんへ思いやりを

思いやりある
心 遣 い をお願
いします。

右下のマタニティマー
クをつけている人は、
妊婦さんです。

「電車などで席を譲る」 
「タバコは控える」など、

月 M o n 火 T u e 水 W e d 木 T h u 金 F r i 土 S a t日 S u n

  人口と世帯
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9月市民カレンダー

急病のときは
● 夜間急病
　八代市夜間急患センター☎31-6999 をご利用ください。
　（平山新町、国道3号沿い：中九州短期大学となり、八代市医師会立病院内）
　 診療科目：内科、小児科、外科、整形外科
　 診療時間：月曜から土曜の 19:00 ～ 22:00

★小児科は、日曜・祭日も診療を行います。 5月連休、年末年始は休診。

　☎32-7200（八代市保健センター）☎52-5277（鏡保健センター）

こども発達相談
　子育てしていく上での困り感（言葉が出ない、
落ちつきがないなど）のある人は、ご相談くださ
い。必要に応じて、心理相談員が相談に応じます。

　　　9月11日㈭        9:00 ～ 12:00
　　　9月22日㈪     13:00 ～ 16:30 
　　  要予約：八代市保健センター☎32-7200

こころの健康相談
　眠れないなどストレスによるこころの不調やう
つ病などに悩んでいませんか。心理士による無料
のこころの健康相談を行います。

ご相談ください

火 災 情 報

● 火災情報テレホンサービス
　☎ 0180-999-194
　http://fd.yatsushiro.jp/

● 火災救急件数
　　（7月末日現在）
　火　災　　　   １９件
　救　急　３， ５０５件    

7月末日現在
人　口　 131,721 人
　男　　　61,342 人
　女　　　70,379 人
世帯数  　 54,147 戸

● 小児救急電話相談　（19:00 ～ 24:00）
   お子様の急病には ＃8000 番（ダイヤル回線の場合
　☎096-364-9999）をご利用ください。

納 税 情 報
     ● 今月の納税　  納期限　9 月 30 日㈫

国民健康保険税 6 期

● 夜間納税窓口開設 （実施日はカレンダー内に表示）
　 場　 所  ：市役所本庁１階納税課　　
※安全、便利、確実な口座振替に加入しましょう

問合せ　納税課 ☎33-4109

　納付場所：本庁、各支所、各出張所、市内の各銀行、信用組合、
                    信用金庫、労働金庫、農業協同組合、九州管内の
                    ゆうちょ銀行・郵便局（沖縄を除く）

休日在宅当番医

毎週火曜日
受付　9:45～10:00
＜於：八代市保健センター＞

　　
母子健康手帳交付

　　13:00～16:00 要予約
  八代保健所 ☎33-3229

毎週木曜 エイズ検査実施

夜間納税窓口  17:30～19:00

夜間納税窓口  17:30～19:00

秋分の日

敬老の日

資源の日 日曜日版

資源の日 日曜日版

※休日在宅医は、変更になる場合があります。受診の際は、
　事前にテレホンサービスで確認し、当番医に連絡をお願
　いします。

　八代市医師会☎34-7001  八代郡医師会☎52-2233

八代歯科医師会口腔保健センター（上野町、旧県道沿い）
診療時間　日曜・祝祭日の 10:00 ～ 16:00

★ 休日歯科診療 ☎31-8020

◇4 ヵ月児健診（八代保）
   H26.4/24 ～ 5/2 生

◇7ヵ月児健診（八代保）
   H26.1/25 ～ 2/4 生

◇7 ヵ月児健診（八代保）
   H26.1/14～1/24生

◆2歳児歯科健診（鏡保）
   H24.4/1 ～ 5/27 生

◆3歳児健診（鏡保）
   H23.2/11～3/31生

◇3 歳児健診（八代保）
    H23.3/16～3/27生

◇3 歳児健診（八代保）
    H23.3/28～4/10生

◇3歳児健診（八代保）
   H23.4/11 ～ 4/25 生

◇2歳児歯科健診（八代保）
   H24.5/15～5/30生

◇2歳児歯科健診（八代保）
   H24.5/31 ～ 6/13 生

◇4 ヵ月児健診（八代保）
　H26.4/2 ～ 4/23 生

◇4 ヵ月児健診（八代保）
　H26.5/3 ～ 5/13 生

◆4 ヵ月児健診（鏡保）
　H26.4/16 ～ 5/17 生

◇1歳6ヵ月児健診（八代保）
　　H25.1/25 ～ 2/3 生

◇1歳6ヶ月児健診 （八代保）
　 H25.2/4～2/20生

◇1歳6ヶ月児健診（八代保）
　 H25.1/21～1/24生

□献　血
ゆめタウン八代
10：00～11：30、12:45～16:00 ◆7 ヵ月児健診（鏡保セ） 

　 H25.12/17～H26.1/25生

◇離乳食教室 10:00～11:30
対象:1回食の乳児とその保護者
   （要予約：八代保☎32-7200）

敬老の日（15日）と秋分の日（23日）のごみ収集

9月9・26日      14:00 ～ 16:00
要予約：八代保健所☎33-3229

精 神 保 健 相 談
　心の健康に関する相談（眠れない、意欲がないな
ど）や精神疾患（うつ病、統合失調症など）につい
て、精神科の専門医師による無料相談を行います。

《問合せ先》八代市保健センター☎32-7200
                    八代市鏡保健センター☎52-5277

 《問合せ先》ごみ対策課（清掃センター内）☎32-4675  
 または各支所市民環境係 ／クリーンセンター☎62-3304

日 病院名 町名 電話番号

7
日

林整形外科医院 高下西町 35-2600
くわはら小児科 植柳上町 32-5000
大 手 町 ク リ ニ ッ ク 大手町1 32-2606
よかと整形外科リウマチクリニック 鏡　町 46-8110
緒 方 内 科 医 院 氷 川 町 62-2013

14
日

丸　田　病　院 萩原町 1 35-3100
泉 内 科 医 院  （小児も可） 海士江町 35-6780
田渕内科クリニック 高下西町 33-6727
荒木皮ふ科医院 鏡　町 52-8777
保　田　医　院 鏡　町 52-0037
峯　苫　医　院 坂 本 町 45-2127

15
日

岡　村　医　院 横手新町 39-5665
浜田呼吸器科内科クリニック（小児も可） 大 村 町 31-7622
髙 田 胃 腸 内 科・内 科 大 村 町 37-7200
松 村 眼 科 医 院 鏡　町 52-0131
前 田 内 科 医 院 鏡　町 52-1310
横 田 診 療 所 泉　町 67-2010

21
日

磧本胃腸科外科医院 松 江 町 33-0321
松岡内科クリニック （小児も可） 通　町 33-2766
しおさき内科・胃腸科クリニック 日奈久塩南町 38-1700
福田外科整形外科クリニック 鏡　町 52-0840
尾 田 内 科 医 院 鏡　町 52-8011
井　上　医　院 東 陽 町 65-2121

23
日

開 　 病 　 院 新 地 町 32-4990
たかの呼吸器科内科クリニック 松 崎 町 32-2720
まきたクリニック（小児も可） 竹 原 町 45-9120
稲 毛 整 形 外 科 医 院 鏡　町 52-1715
松　本　医　院 鏡　町 52-0330

28
日

みやもと泌尿器科クリニック 永 碇 町 32-1600
本　田　医　院 西松江城 32-3410
た ま り 小 児 科 田中北町 35-2141
稲 生 産 婦 人 科 内 科 氷 川 町 62-2008
伊　藤　医　院 氷 川 町 52-8091

診療時間 9:00 ～ 17:00
各種乳幼児健診はすべて 13:00 開始です。
場所は、以下のとおり
旧八代市・坂本町の人は◇八代市保健センター☎32-7200 
千丁町・鏡町･東陽町･泉町の人は◆鏡保健センター ☎52-5277

ご確認ください♪

【敬老の日（15 日）】
◎「燃えるごみ」の収集は通常どおり実施
◎「資源の日」の収集
　・八代地域の該当町内は9月13日㈯に振り替え
　・鏡町の該当地域の収集はお休み

【ごみの持込受付】
◎ 15 日㈪
　・市清掃センターと樹木剪定くずリサイクル施設はお休み
　・クリーンセンターは通常どおり受け付け
◎ 23 日㈫
　・市清掃センターとクリーンセンターはともにお休み

【秋分の日（23 日）】
◎「燃えるごみ」の収集はお休み
◎「資源の日」の収集
　・八代地域の該当町内は9月20日㈯に振り替え
　・鏡町の該当地域の収集はお休み

定期予防接種

対象：生後 1 歳に達するまでBCG
対象：生後 3 月～ 90 月に達するまで四種混合

対象：11 歳以上 13 歳未満二種混合

対象：1 期　生後6月～90月に達するまで
          2 期　9 歳以上 13 歳未満

（平成 7 年 4 月 2 日～ 19 年 4 月 1 日生まれで 20
歳未満の人は、特例措置の対象となります。詳しく
は市ホームページをご覧ください）

日本脳炎

対象：生後 2 月～ 60 月に達するまでヒ　ブ

対象：1 期　生後12月～24月に達するまで
          2 期　小学校就学前 1 年間

麻しん風しん
混合（MR）

対象：生後 2 月～ 60 月に達するまで小 児 の
肺炎球菌

対象：小学 6 年生～高校 1 年生相当
（現在、積極的にはお勧めしていません。詳しくは市
ホームページをご覧ください）

子宮頸がん
（女性のみ）

受付　9:45～10:00
  ＜於： 鏡保健センター＞

受付　9:45～10:00
  ＜於： 鏡保健センター＞

　　

　　

母子健康手帳交付

母子健康手帳交付

□献　血 
八代警察署 9:30 ～ 12:00
サンテック（株）八代工場
13:45 ～ 15:30

生後 2 ヵ月になったらワクチンデビュー
　早期に免疫をつけておく必要があるヒブや小児の肺炎球菌な
どの予防接種は、生後 2 ヵ月になったら早めに受けましょう。

夜間納税窓口  17:30～19:00

17:00～19:00 要予約
  八代保健所 ☎33-3229

夜間エイズ無料検査
　　

◆1歳6ヶ月児健診 （鏡保セ）
　   H25.2/5 ～ 3/22 生

　　医療機関健診・秋の複合健診受付中
年に 1 度の特定健診・がん検診で健康チェッ
クをしましょう。

　八代市保健センター☎ 32-7200

□献　血
市役所泉支所   9:30 ～11:30
市役所東陽支所13：30～15：30 □献　血

市役所千丁支所9:30 ～12:00
八代敬仁病院13：45～15：30

　　

　　

　　

　　

個別健康相談（要予約）
 育児:午前、成人:午後
 　（八代・鏡保健センター）

個別健康相談（要予約）
 育児:午前、成人:午後
 　（八代・鏡保健センター）

個別健康相談（要予約）
 育児:午前、成人:午後
 　（八代・鏡保健センター）

個別健康相談（要予約）
 育児:午前、成人:午後
 　（八代・鏡保健センター）

夜間納税窓口  17:30～19:00

9月は健康増進普及月間
「1 に運動、2 に食事、しっかり禁煙、最後にくすり」

～健康寿命の延伸～



18Yatsushiro 2014.9

　
　
県
立
農
業
大
学
校
　
学
生
募
集

　推
薦
入
学
者
選
抜
（
高
校
推
薦
、
市
町
村
長
の
地
域

推
薦
）　

願
書
受
付　

９
月
３
日
㈬
～
12
日
㈮　

選
抜
日　

10
月
２
日
㈭　

学
力
検
査
：
国
語
総
合

（
小
論
文
含
む
）、
面
接
、
提
出
書
類

一
般
入
学
者
選
抜　

願
書
受
付　

12
月
３
日
㈬
～

17
日
㈬　

選
抜
日　

27
年
１
月
20
日
㈫　

学
力
検

午
後
１
時
～
４
時
・
二
見
公
民
館

問
合
せ　

職
業
相
談
室
☎
34
２
３
５
４

　
　
市
農
地
利
用
集
積
促
進
事
業

　対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有
し
農
業
を
営
む
人
で
、

市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

助
成
内
容　

５
年
以
上
の
新
規
の
賃
借
権
設
定
に
よ

り
、
賃
借
権
設
定
後
の
経
営
耕
地
面
積
が
昨
年
度

末
よ
り
５
割
以
上
か
１
ha
以
上
増
加
し
た
場
合
、

規
模
拡
大
に
必
要
な
農
業
機
械
な
ど
（
ト
ラ
ッ

ク
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
農
業
経
営
以
外
へ
の
汎
用
性

が
高
い
も
の
は
対
象
外
）
の
導
入
に
対
し
て
、
消

費
税
相
当
額
を
除
い
た
経
費
の
１
／
２
以
内
（
上

限
１
０
０
万
円
）

※
一
世
帯
１
回
限
り
。
た
だ
し
、
青
年
就
農
給
付
金

受
給
者
な
ど
、
独
立
自
営
就
農
者
と
認
め
ら
れ
る

人
は
特
例
と
し
て
助
成
し
ま
す
（
対
象
者
を
拡
充

し
ま
し
た
）

※
国
か
県
に
よ
る
同
一
事
業
の
助
成
の
併
用
不
可

※
10
ａ
当
た
り
２
万
円
（
初
年
度
の
み
）
の
助
成
は

今
年
度
か
ら
あ
り
ま
せ
ん

※
予
算
が
な
く
な
っ
た
時
点
で
受
付
を
終
了

問
合
せ　

農
業
政
策
課
☎
33
４
１
１
７

　
　
農
地
の
貸
借
を
お
手
伝
い

　
農
地
中
間
管
理
事
業

　

農
地
中
間
管
理
機
構
（
公
益
財
団
法
人
熊
本
県
農

業
公
社
）
で
は
、
農
地
の
貸
し
手
と
借
り
手
の
間
に

立
ち
、農
地
の
円
滑
な
貸
借
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

農
地
の
借
り
手
を
募
集

　

規
模
拡
大
や
新
し
く
農
業
を
始
め
た
い
人
な
ど
農

地
の
借
受
を
希
望
す
る
人
は
「
農
用
地
等
借
受
け
申

出
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
出
書
を
提
出
し
な
い
と
農
業
公
社
か
ら
農
地
を

借
り
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

募
集
期
間

　

第
Ⅱ
期
：
９
月
１
日
㈪
～
30
日
㈫

　

第
Ⅲ
期
：
27
年
１
月
５
日
㈪
～
２
月
３
日
㈫

募
集
地
区

　

①
八
代
市
平
野
部（
旧
八
代
市（
二
見
校
区
以
外
）・

旧
千
丁
町
・
旧
鏡
町
）

　

②
八
代
市
中
山
間
部
（
旧
坂
本
村
・
旧
東
陽
村
・

旧
泉
村
・
二
見
校
区
）

　

③
そ
の
他
、
八
代
市
以
外
の
地
区
の
申
し
出
の
受

付
も
可
能（
農
業
公
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）

農
地
の
貸
し
手
を
募
集

　

農
業
経
営
の
リ
タ
イ
ア
や
規
模
縮
小
を
考
え
て
い

る
人
で
、
農
地
の
受
け
手
を
探
し
て
い
る
人
は
、「
農

用
地
等
の
貸
付
申
込
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　

随
時
受
付

公
社
が
借
り
入
れ
る
農
用
地
な
ど
の
基
準

　

①
農
業
振
興
地
域
内
の
農
地
（
除
外
地
も
可
能
）

　

②
再
生
不
能
な
耕
作
放
棄
地
で
は
な
い

　

③
転
貸
先
は
熊
本
県
農
業
公
社
に
一
任

共
通
事
項

　
労
　
働

　
　
県
の
若
者
就
職
相
談
室

　（
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
や
つ
し
ろ
）

　
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
や
つ
し
ろ
」
で
は
、若
い
人
（
概

ね
15
～
39
歳
）
の
就
職
活
動
を
お
手
伝
い
し
て
い
ま

す
。
就
職
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
無
料
相
談

室
で
す
。
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

と
　
き　

平
日　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

と
こ
ろ　

八
代
地
域
振
興
局
１
階

相
談
内
容

○
就
職
活
動
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
い

○
適
性
診
断
を
受
け
て
み
た
い

提
出
先　

市
農
業
政
策
課
・
各
支
所
農
林
水
産
事
務

所
・
Ｊ
Ａ
や
つ
し
ろ

問
合
せ　

農
業
政
策
課
☎
33
４
１
１
７

　
　
第
３
回
や
つ
し
ろ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ

　
フ
ェ
ス
タ 

応
援
作
品
募
集

　

前
回
２
回
目
は
、
２
万
５
０
０
０
人
の
来
場
者
で

賑
わ
っ
た
「
や
つ
し
ろ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ
フ
ェ
ス
タ
」。

次
回
は
27
年
２
月
１
日
㈰
に
本
町
ア
ー
ケ
ー
ド
と
道

の
駅
竜
北
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

冬
ト
マ
ト
生
産
日
本
一
を
誇
る
八
代
地
域
で
、
ふ

る
さ
と
へ
の
誇
り
や
地
域
を
愛
す
る
心
を
育
み
、
地

域
外
か
ら
ト
マ
ト
生
産
地
「
や
つ
し
ろ
」
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
い
、
販
売
促
進
や
消
費
拡
大
に
つ
な
げ

地
域
活
性
化
・
や
つ
し
ろ
の
元
気
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め

の
ト
マ
ト
を
メ
イ
ン
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

第
３
回
の
開
催
に
あ
た
り
、
フ
ェ
ス
タ
を
応
援
し

盛
り
上
げ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
ト
マ
ト
に
関
す
る
作

品
を
募
集
し
ま
す
。
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
連
絡
先
、

作
品
に
関
す
る
簡
単
な
コ
メ
ン
ト
を
添
え
て
応
募
く

だ
さ
い
。

テ
ー
マ　

・
お
い
し
い
ト
マ
ト
を
題
材
に
し
た
作
品

　
　
　
　

・
と
ま
ピ
ン
が
登
場
し
た
作
品

※
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
ま
ピ
ン
の
様
子
は
、

や
つ
し
ろ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ
フ
ェ
ス
タ
の
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
で
紹
介
中
。

部
　
門　

絵
画
（
四
切
画
用
紙
）、
絵
だ
よ
り
（
サ

イ
ズ
自
由
）、
写
真
（
サ
イ
ズ
自
由
）、
俳
句
・
川

柳
（
Ａ
４
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
可
）、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
部
門
（
エ
フ
エ
ム
や
つ
し
ろ
へ
メ
ー
ル
に

て
写
真
添
付
で
応
募
→
「
や
つ
し
ろ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｔ

Ｏ
フ
ェ
ス
タ
」
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
ア
ッ
プ
→
い

い
ね
！
ボ
タ
ン
で
競
う
）

応
募
期
限　

絵
画
、
俳
句
・
川
柳
：
10
月
31
日
㈮　

絵
だ
よ
り
：
12
月
21
日
㈰　

写
真
：
12
月
31
日
㈬

賞
・
賞
品　

各
部
門
に
賞
状
、
生
ト
マ
ト
、
ト
マ
ト

フ
ェ
ス
タ
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
な
ど
の
賞
品

応
募
方
法　

事
務
局
ま
で
持
参
か
郵
送（
折
曲
厳
禁
）

応
募
先　

や
つ
し
ろ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ
フ
ェ
ス
タ

実
行
委
員
会
事
務
局
（
エ
フ
エ
ム
や
つ
し
ろ

内
）
〒
８
６
６
‐
０
８
８
３
松
江
町
３
５
５

‐
５
☎
43
７
６
５
１
D
　

43
７
６
５
４
G
　765@

kappafm
.com

　
産
　
業

　
　
や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

　
施
設
利
用
調
整
会
議

使
用
月　

平
成
27
年
10
月

　

調
整
会
議　

10
月
６
日
㈪　

午
前
９
時

使
用
月　

平
成
27
年
11
月

　

調
整
会
議　

11
月
４
日
㈫　

午
前
９
時

と
こ
ろ
・
問
合
せ　

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

　

☎
53
０
０
３
３

者
資
格
取
得
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

八
代
実
業
専
門
学
校
☎
33
１
８
０
０

査
：
国
語
総
合
・
数
学
Ⅰ
、
面
接
、
提
出
書
類

選
抜
場
所　

県
立
農
業
大
学
校　

合
志
市
栄

３
８
０
５
☎
０
９
６
（
２
４
８
）
１
１
８
８

募
集
定
員　

農
学
部
（
修
業
年
限
２
年
）　

農
産
園

芸
学
科
・
野
菜
学
科
・
畜
産
学
科　

80
人

↖



19 Yatsushiro 2014.9

午
後
１
時
～
４
時
・
二
見
公
民
館

問
合
せ　

職
業
相
談
室
☎
34
２
３
５
４

　
選
　
挙

　
　
八
代
市
職
業
相
談
室

　
　

市
商
工
振
興
課
で
は
、
市
民
を
対
象
と
し
た
職
業

相
談
室
を
開
設
し
、
相
談
事
業
や
職
業
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

と
　
き　

平
日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　

第
２
月
曜
は
休
み

と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
八
代
内

出
張
職
業
相
談　

９
月
10
日
㈬　

午
後
１
時
～
４

時
・
東
陽
支
所
、
９
月
17
日
㈬
・
10
月
８
日
㈬　

　
　
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員

　
選
挙
人
名
簿
の
登
録

　

天
草
不
知
火
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
を
調
製
し
ま
す
。名
簿
に
登
録
さ
れ
な
け
れ
ば
、

選
挙
の
と
き
に
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

登
録
資
格
要
件　

平
成
６
年
12
月
６
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
で
、
次
の
い
ず
れ
か
１
つ
に
該
当
す
る
人

①
八
代
市
内
に
住
所
か
事
業
所
を
有
す
る
人
で
、
１

年
に
90
日
以
上
漁
船
を
使
用
す
る
漁
業
を
営
み
、

　
　
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　　

９
月
１
日
現
在
で
調
製
す
る
選
挙
人
名
簿
（
年
４

回
の
定
時
登
録
）
を
縦
覧
で
き
ま
す
。

　

転
入
し
て
き
た
人
や
満
20
歳
に
な
っ
た
人
、
あ
る

い
は
海
外
在
住
者
で
在
外
選
挙
人
証
の
交
付
を
受
け

た
人
の
名
前
が
、
名
簿
に
載
っ
て
い
る
か
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

登
録
資
格
要
件　

日
本
国
民
で
平
成
６
年
９
月
２
日

以
前
に
生
ま
れ
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
八
代
市
に
６
月
１
日
ま
で
に
住
民
票
の
登
録
を

し
、
引
き
続
き
居
住
し
て
い
る
人

②
海
外
在
住
者
で
、
大
使
館
や
総
領
事
館
へ
在
外
選

挙
人
名
簿
の
登
録
申
請
を
行
い
、
在
外
選
挙
人
証

の
交
付
を
受
け
た
人

縦
覧
期
間　

９
月
３
日
㈬
～
７
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

縦
覧
場
所
・
問
合
せ　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局（
千

丁
支
所
２
階
）
☎
30
１
６
６
３

Ｑ．選挙にはどんな
種類があるの？

選挙あれこれ

Ａ． 一般に、公職の地位につく
者を選び出す手続きや行為を総称
して「選挙」と言います。公職選
挙法では衆議院議員、参議院議員、
都道府県の議会の議員や知事、市
町村の議会の議員や市町村長の選挙のルールについて定めてありま
す。
　これら公職の選挙は、その重要性から、公正かつ円滑な管理執行
をはかるため、厳正中立の第三者機関である中央選挙管理会や都道
府県または市町村の選挙管理委員会が選挙の事務を管理する機関と
して定められています。
　これらの選挙のほかに、都道府県または市町村の選挙管理委員会
が管理する選挙には、「海区漁業調整委員会委員の選挙」「農業委員
会委員の選挙」「土地改良区の総代選挙」などがあります。
問合せ　選挙管理委員会事務局☎ 30-1663

　
　
　
年
度
　
月
入
学
生
募
集

　
調
理
師
養
成
科 

願
書
受
付
中

　

八
代
実
業
専
門
学
校
調
理
師
養
成
科
（
１
年
制
）

で
は
、
９
月
19
日
㈮
ま
で
願
書
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

①
卒
業
時
に
、
国
家
試
験
免
除
で
調
理
師
免
許
が
取

得
で
き
ま
す
。

②
在
学
中
の
技
術
考
査
に
合
格
す
る
と
、
専
門
調
理

師
（
調
理
技
能
士
）
の
学
科
試
験
が
、
す
べ
て
免

除
さ
れ
ま
す
。

③
食
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
資
格
、
食
品
衛
生
責
任

○
求
人
情
報
を
知
り
た
い

○
書
類
作
成
、
面
接
対
策　

な
ど

問
合
せ　

☎
33
３
７
５
６

者
資
格
取
得
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

八
代
実
業
専
門
学
校
☎
33
１
８
０
０

　
環
　
境

ご
み
非
常
事
態
宣
言 

継
続
中

問合せ　ごみ対策課☎34-1997

期 間 燃えるごみの
収集量

1 人 1 日当たりの
燃えるごみの量

H25年7月 1,591 ｔ 487 ｇ
H26年7月 1,560 ｔ 480 ｇ

比 較 － 31 ｔ － 7 ｇ

期 間 燃えるごみの
収集量

1 人 1 日当たりの
燃えるごみの量

H21年8月～ 22年 7月 19,127 ｔ 490 ｇ
H25年8月～ 26年 7月 17,709 ｔ 461 ｇ

比 較 － 1,418 ｔ － 29 ｇ

家庭ごみ収集量の前年比較

家庭ごみ収集量の「ごみ非常事態宣言前」との比較

ま
た
は
こ
れ
に
従
事
す
る
人
（
法
人
を
含
む
）

②
海
苔
ひ
び
建
養
殖
業
者
お
よ
び
同
漁
業
従
事
者

で
、
１
年
に
90
日
以
上
従
事
す
る
人

③
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
の
委
員
、漁
業
協
同
組
合
・

連
合
会
の
役
員（
前
記
①
②
に
該
当
し
な
く
て
も
、

任
期
中
や
退
任
後
最
初
に
行
わ
れ
る
選
挙
に
つ
い

て
は
、
な
お
資
格
を
有
す
る
）

申
請
現
在
日　

９
月
１
日
㈪

申
請
期
限　

９
月
５
日
㈮

※
現
在
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
に

は
、
各
漁
協
を
通
じ
て
申
請
書
を
配
付
し
ま
す
。

予
備
の
申
請
書
は
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
、
各

漁
協
、
千
丁
支
所
総
務
振
興
課
、
鏡
支
所
総
務
振

興
課
、
昭
和
出
張
所
、
郡
築
出
張
所
、
松
高
公
民

館
、
八
千
把
出
張
所
、
八
代
公
民
館
、
麦
島
公
民

館
、
植
柳
公
民
館
、
金
剛
出
張
所
、
日
奈
久
出
張

所
、
二
見
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

提
出
先　

各
漁
協
か
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

問
合
せ　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
☎
30
１
６
６
３

26

10
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ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
チ
ケ
ッ
ト

　
市
民
優
待
券
配
布
中

　

９
月
20
日
㈯
う
ま
か
な
・
よ
か
な
ス
タ
ジ
ア
ム
で

行
わ
れ
る
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
の
優
待
券
を
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
配
布
し
ま
す
。
試
合
当
日
は
「
や
つ
し
ろ
タ

ウ
ン
デ
ー
」
と
称
し
、
八
代
の
Ｐ
Ｒ
や
物
産
展
が
行

わ
れ
ま
す
。
八
代
か
ら
ス
タ
ジ
ア
ム
に
行
き
ロ
ア
ッ

ソ
熊
本
を
応
援
し
よ
う
。

と
　
き　

配
布
中　

９
月
12
日
㈮
ま
で

と
こ
ろ　

市
役
所
総
合
案
内
所
、
各
支
所
総
務
振
興

課
、
総
合
体
育
館

優
待
内
容　

Ａ
席　

一
般
１
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　

小
・
中
・
高
１
０
０
円

問
合
せ　

企
画
政
策
課
☎
33
４
１
０
４

　
救
急
・
防
災

　７月２１日に大島地先で開かれた「地引網体
験」に参加しました。
　天気も良くてたくさんの人が集まったことに
びっくりしました。漁師さんが船で仕掛けた網
のロープを、左右に分かれて「よいしょ、よい
しょ」と元気いっぱい引っ張りました。
　とれた魚は、約１００匹。今年で４回目の参
加でしたが、これまでで一番の大漁でした。大
きな魚に触れて、食べることもできて、とても
楽しかったです。きれいで豊かな海を大切にし
なければと思いました。

遠藤　佳
かりん
梨　さん

　　（麦島小３年）

夢Talk
トーク

きれいで
豊かな海を
大切にしたい

　
　
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

　と
　
き　

10
月
８
日
㈬
～
９
日
㈭
の
２
日
間

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　

八
代
広
域
消
防
本
部
（
大
村
町
９
７
０
）

定
　
員　

１
０
０
人
（
９
月
１
日
㈪
か
ら
先
着
順
）

対
　
象　

八
代
広
域
消
防
本
部
管
轄
区
域
内
に
居
住

か
勤
務
す
る
人
で
、
防
火
管
理
者
の
資
格
を
必
要

と
し
防
火
管
理
者
に
選
任
さ
れ
た
場
合
、
防
火
管

理
上
必
要
な
業
務
を
適
切
に
遂
行
で
き
る
管
理
的

か
監
督
的
地
位
に
あ
る
人

受
講
手
続

①
受
講
申
込
書（
最
寄
り
の
消
防
署
か
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
Ihttp://fd.yatsushiro.jp/

か
ら
入
手
）

に
記
入
後
、
写
真
を
貼
付
、
押
印

②
受
講
費
用
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
）
４
０
０
０
円

③
消
防
設
備
点
検
資
格
者
免
状
、
自
衛
消
防
業
務
講

習
修
了
証
（
既
習
者
）

①
②
③
を
消
防
本
部
予
防
課
へ
持
参
し
申
込
み

※
受
付
は
、
平
日
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時
。
講
習

日
当
日
受
付
、
郵
送
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
受
付

は
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

消
防
本
部
予
防
課
☎
32
９
２
２
７

　
　
救
急
の
日

　
み
ん
な
で
家
族
を
守
る
モ
ン

　

八
代
消
防
署
で
は
、
救
急
の
日
に
伴
い
イ
ベ
ン
ト

を
行
い
ま
す
。
あ
な
た
も
応
急
手
当
を
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

と
　
き　

９
月
７
日
㈰　

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

イ
オ
ン
八
代
店
（
沖
町
）

内
　
容　

①
訓
練
用
人
形
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
い
救
命
処
置
の
体
験

②
パ
ネ
ル
展
示
と
資
料
配
付

③
ク
イ
ズ
大
会
（
景
品
あ
り
）

④
く
ま
モ
ン
来
場
予
定
（
八
代
消
防
署
一
日
救
急
隊

長
）

問
合
せ　

八
代
消
防
署
☎
32
９
２
２
３

　
　
第
１
回
地
域
防
災
活
動
者
養
成
講
座

　
受
講
生
募
集

八
代
市
が
ま
だ
し
も
ん
応
援
事
業

と
き
・
内
容　

10
月
４
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午
「
防

災
の
基
礎
知
識
」、
10
月
18
日
㈯
午
前
10
時
～
正

午
「
応
急
手
当
て
基
礎
」、
10
月
25
日
㈯
午
後
２

時
～
４
時
「
災
害
時
救
護
食
」

と
こ
ろ　

麦
島
公
民
館

受
講
料　

無
料

　
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

　
　
平
成
　
年
冬
巡
業

　
大
相
撲
芦
北
場
所

と
　
き　

11
月
30
日
㈰　

午
前
８
時
～
午
後
３
時

　
　
　
　

幕
内
・
横
綱
の
公
開
稽
古　

午
前
９
時
頃

　
　
　
　

幕
内
・
横
綱
土
俵
入
り　

午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ　

芦
北
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

し
ろ
や
ま
ス
カ
イ
ド
ー
ム

　
　
八
代
海

　
河
川
・
浜
辺
の
大
そ
う
じ
大
会

　
「
八
代
海
北
部
沿
岸
都
市
」
地
域
連
携
創
造
会
議

と
次
世
代
の
た
め
に
が
ん
ば
ろ
会
の
共
催
で
開
催
す

る
「
八
代
海 

河
川
・
浜
辺
の
大
そ
う
じ
大
会
」
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
活
動
の
様
子
は
、
次
世
代

の
た
め
に
が
ん
ば
ろ
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
す
。

と
　
き　

９
月
28
日
㈰　

午
前
８
時
～

と
こ
ろ　

大
島
海
岸
、
金
剛
海
岸
、
前
川
橋
下
流
大

型
舟
溜
ま
り
（
左
岸
）、
ほ
か

参
加
費　

無
料

申
込
み　

保
険
を
掛
け
る
の
で
９
月
20
日
㈮
ま
で

問
合
せ　

同
会
議
事
務
局
（
企
画
政
策
課
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
33
４
１
０
４

　

同
が
ん
ば
ろ
会
（
松
浦
）
☎
32
５
０
８
１

対
　
象　

市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
人

定
　
員　

申
込
順
15
人
程
度

講
　
師　

日
本
赤
十
字
社
熊
本
県
支
部
防
災
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー

申
込
み　

９
月
30
日
㈫
ま
で
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
、
麦
島
青
少
年
育
成

会
（
堀
）
☎
０
９
０
（
３
０
１
３
）
９
１
６
９
、

D 

32
３
２
７
０
、
Gkurara99@

sage.ocn.
ne.jp

へ26

↖
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る
ほ
か
、
女
性
の
社
会
参
画
の
た
め
の
情
報
な
ど
を

提
供
し
て
い
き
ま
す
。

と
　
き

　

１
回　

10
月
16
日
㈭　

午
後
７
時
～
９
時　
「
自

分
を
知
っ
て
片
づ
け
上
手
！
」　

Ｓ
ｉ
ｍ
ｐ
ｌ

ｅ　

暮
ら
っ
シ
ン
グ　

水
澤
聰
子
氏

　

２
回　

10
月
23
日
㈭　

午
後
７
時
～
９
時　
「
キ

ラ
キ
ラ
輝
く
明
日
を
つ
く
る　

～
経
営
者
が
教

え
る
や
る
気
ア
ッ
プ
術
～
」　

め
が
ね
の
開
眼

堂　

元
取
締
役　

中
尾
孝
子
氏

　

３
回　

10
月
30
日
㈭　

午
後
７
時
～
９
時　
「“
好

き
”
が
私
の
原
動
力　

～
仕
事
と　

家
庭
と　

生
き
方
と
～
」　

八
代
市
女
性
消
防
隊　

隊
長

　

笠
田
佳
子
氏　

と
こ
ろ　

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
会
議
室
Ａ

対
　
象　

市
内
に
在
住
か
通
勤
・
通
学
す
る
18
歳
以

上
の
人

　

※
こ
れ
ま
で
受
講
し
た
人
や
男
性
も
参
加
可

定
　
員　

50
人
程
度

参
加
費　

無
料

　

託
児
あ
り
（
１
歳
～
就
学
前　

要
予
約　

先
着
10

人
）

申
込
方
法
　
人
権
政
策
課
や
市
役
所
本
庁
案
内
所
、

各
支
所
・
出
張
所
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
記
入

し
、
９
月
19
日
㈮
ま
で
に
人
権
政
策
課
へ
持
参
、

郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
電
話
、

メ
ー
ル
で
の
申
込
み
は
、
氏
名
、
住
所
、
電
話
番

号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。申
し
込
ん
だ
人
に
は
、

10
月
上
旬
に
受
講
証
を
送
付
し
ま
す
。

申
込
先　

人
権
政
策
課
男
女
共
同
参
画
推
進
室

〒
８
６
９
‐
４
７
０
３
千
丁
町
新
牟
田
１
５
０
２

‐
１　

☎
30
１
７
０
１　

D
　

46
１
９
５
０

　

Ggender-equal@
city.yatsushiro.lg.jp

と
こ
ろ　

鏡
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

入
場
料　

全
席
指
定
３
０
０
０
円

　

※
未
就
学
児
は
入
場
不
可

プ
レ
イ
ガ
イ
ド　

窓
口
販
売
：
10
月
６
日
㈪
午
前

10
時
～　

電
話
受
付
：
午
後
１
時
～　

ア
ー
バ
ン

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
シ
テ
ィ
、
庄
野
学
生
堂
鏡
店
、
氷

川
町
ま
ち
つ
く
り
酒
屋
、や
つ
し
ろ
子
ど
も
劇
場
、

厚
生
会
館
、
千
丁
文
化
セ
ン
タ
ー
、
鏡
文
化
セ
ン

タ
ー

問
合
せ　

鏡
文
化
セ
ン
タ
ー
☎
52
１
１
１
４

　
　
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業

　
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

☆
や
つ
し
ろ
女
子
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｓ
☆

　
　
　
　
私
ら
し
く
輝
く
３
つ
の
ヒ
ン
ト
＋
α

　
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の
推
進
の
た
め
、
女

性
の
意
識
改
革
や
知
識
、
ス
キ
ル
な
ど
の
習
得
の
場

を
提
供
し
て
、
や
る
気
と
行
動
力
を
高
め
、
女
性
の

新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
応
援
し
ま
す
。
ま
た
、
研
修

受
講
者
の
う
ち
、
希
望
す
る
人
は
女
性
人
材
リ
ス
ト

に
登
録
し
、
審
議
会
な
ど
の
委
員
へ
登
用
を
推
進
す

博物館展示案内（９月）
問合せ 博物館☎34-5555

特
別
展
示
室

◆八代市文化祭（八代市主催）
　書道展（八代書道連盟）　　9/9 ㈫　  ～ 9/15 ㈪
　書道展（白竜書道会）　　　9/17 ㈬   ～ 9/21 ㈰
　写真展　　　　　　　　　  9/23 ㈫   ～ 9/28 ㈰
　美術展　　　　　　　　　  9/30 ㈫   ～ 10/5 ㈰

常

設

展

示

室

◆八代焼 II 
　 江戸末～近代の諸窯 開催中 ～ 9/21 ㈰
◆八代焼 III 象嵌の技法 9/23 ㈫   ～ 12/21 ㈰
◆古文書をよむ III
　 死を伝えることば　  開催中 ～ 9/28 ㈰
◆古文書をよむ IV
　 古文書が語る加藤正方　9/30 ㈫～ 27年1/4 ㈰
◆信仰のかたち II
　 釈迦院の仏神像　　 開催中～27年3/29 ㈰
◆やつしろ遺跡めぐり II　田川内１号墳と
　 八代の古墳　　　　 開催中 ～ 9/28 ㈰
◆やつしろ遺跡めぐり III　弥生時代から
　 古墳時代へ　　　　 9/30 ㈫  ～ 12/21 ㈰
◆和紙の世界 III
　 さまざまな和紙の用途　　開催中 ～ 9/7 ㈰
◆和紙の世界 IV
　 和紙作りの道具　　　 9/9 ㈫～ 27年1/12 ㈪
◆むかしの道具　　　   開催中 ～ 11/16 ㈰
◆米作りの道具　　　　開催中（通年）
◆松井文庫 II 武の備え  開催中 ～ 9/7 ㈰
◆松井文庫 III 能面・能装束
　　　　　　　　　　　　9/9 ㈫     ～ 10/19 ㈰

９月の休館日 1㈪、8㈪、16㈫、22㈪、29㈪

博物館ホームページ
http://www.city.yatsushiro.kumamoto.jp/museum/
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行　　　　　事 と　　　　き 内　　　　　容

０・１・２才児向けおはなし会 11日㈭ 午前 11 時～
語り手：子羊文庫

幼児・小学生向けおはなし会 6･13･20･27 日㈯ 午後 3 時～

図書館講座 ▶ 3 日㈬ 午前 10 時 30 分～…文学講座「朗読と映像で読む山本周五郎著『雨あがる』(1)」講師：山田章則氏
▶ 17 日㈬ 午前 10 時 30 分～…歴史講座「日羅（にちら）信仰と弉善（しょうぜん）信仰②」講師：佐藤伸二氏

イクメン講座～パパと一緒に！
読み聞かせのワンダーランド～

20 日㈯ 午後 2 時～ 3 時
図書館 2 階大集会室

講師：福島ヒサ子氏　事前申込不要、直接会場へ
もちろん、ママ、プレパパ、プレママも大歓迎です

名作映画鑑賞会 14 日㈰ 午後 2 時～ 上映作品：ヤコブへの手紙
ジョブカフェによる就活相談会 5 日㈮・22 日㈪ ( 求人情報誌発行日 ) 午前 10 時～正午　ところ：1 階談話コーナー
あかちゃん向けおはなし会

（赤ちゃん広場） 22 日㈪ 午後 2 時 30 分～ 語り手：いないいないばぁの会

幼児・小学生向けおはなし会 6･13･20･27 日㈯ 午後 2 時～ 語り手：第 1･2･3 週 図書館員、第 4 週 山猫軒
あかちゃん向けおはなし会

（おはなしぴよぴよ）
5 日㈮ 午前 11 時～
19 日㈮ 午後 3 時～ 対象：0 歳～未就園児　語り手：図書館員

幼児・小学生向けおはなし会 7 日㈰ 13･27 日㈯ 午後 2 時～ 対象：幼児～小学生　語り手：ぐるんぱ
ジョブカフェによる就活相談会 9日㈫・24 日㈬  午前 10 時～正午　ところ：学習コーナー奥

　施設点検休館日　市立図書館本館：24 日㈬、せんちょう図書館：9 日㈫、かがみ図書館：18 日㈭

▶ 1 日㈪ 9:40 ひので保育園 10:15 金剛公民館 10:45 ま心苑　　　  ▶ 2 日㈫ 9:40 高島団地 10:10 築添団地 10:40 八代中央クリニック

▶ 3 日㈬ 9:40 麦島公民館 10:15 植柳公民館 10:45 偕老苑　　　　  ▶ 4 日㈭ 9:40 竹原県職住宅 10:10 日本製紙太田郷社宅 10:40 日本製紙日置社宅

▶ 8 日㈪ 13:15 日奈久小 14:00 南部市民センター 14:30 保寿寮　   ▶ 9 日㈫ 13:15 郡築小 14:05 八千把公民館 14:30 海士江西村ビル

▶ 10 日㈬ 13:25 二見小 14:10 二見公民館 14:55 光嶺保育園　　　  ▶ 11 日㈭ 13:15 龍峯小 13:55 如見商店前 14:25 中次団地

▶ 16 日㈫ 13:15 昭和小 14:00 郡築 11 八協連 14:35 井揚団地　　  ▶ 17 日㈬ 13:15 八竜小 14:10JA 坂本 14:50 グリーンパーク

▶ 18 日㈭ 13:15 東陽小 14:05 河俣山村広場 14:40 東陽せせらぎ　  ▶ 19 日㈮ 13:20 泉小中学校 14:00 市泉支所 14:30 泉運動広場

▶ 25 日㈭ 9:40 流藻川団地 10:05 すずらん苑 10:40 きぼうの里たいよう　▶ 26 日㈮ 9:40 JR 西宮アパート 10:10 市立病院 10:40 老人ホーム楽寿

▶ 29 日㈪ 9:40 総合体育館 10:10 東中洲公園 10:40 あさひ園　　    ▶ 30 日㈫ 9:40 鏡しらぬい保育園 10:15 鏡体育館 10:45 古閑出 JA 倉庫

図書資料の返却を忘れずに　▶図書の貸出期間は、借りた日を含めて 15 日間です。多くの人が利用できるよう、早めの返却をよろしくお願いします。

図書館行事は原則無料　　問合せ　市立図書館本館☎ 32-3385　せんちょう図書館☎ 46-1901　かがみ図書館☎ 52-5567

図 書 館 催し物案内（９月）
施設点検休館日、開館前、閉館後の本の返却は返却ポストへお願いします午前9時30分～午後6時（土日祝午後5時）
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そ
の
他

と　　　き テ　　ー　　マ 内　　　容
1 10 月 16 日㈭ 八代市の食生活の現状（午前）、生活習慣病予防（午後） 開講式、オリエンテーション、自己紹介、講話、調理実習
2 11 月 20 日㈭ 運動と食事（午前）、年代別食育（午後） 講話、実技、ワンポイント栄養、調理実習
3 12 月 18 日㈭ 歯の健康（午前）、食事バランスガイド（午後） 講話、実技、ワンポイント栄養、調理実習
4 27 年 1 月 22 日㈭ 食環境（午前）、食品衛生（午後） 講話、ワンポイント栄養、調理実習
5 27 年 2 月 19 日㈭ ヘルスメイトの役割（午前）、地区活動の進め方（午後） 講話、調理実習、閉講式

食生活改善推進員（ヘルスメイト）養成講座　受講生募集
　食生活改善推進員（ヘルスメイト）は、地域で食を通し
ての健康づくりの案内役として、ライフステージに応じた
食育活動を行っています。あなたもヘルスメイトになり、
一緒に活動しませんか。
と　き　全回　午前 9 時 30 分～午後 2 時
ところ　八代市保健センター

対　象　市内在住で全課程を受講でき、修了後ボランティ
ア活動に参加できる人

定　員　先着 20 人（男性受講歓迎）
受講料　無料（テキスト代と材料費 1588 円が必要）
申込み　10 月 2 日㈭までに電話で八代市保健センター
　　　　☎ 32-7200 へ
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そ
の
他

ク　ラ　ブ　名 講　師 と き 募集
人数

魅惑のベリーダンス 上村葉子 第 1・2・3 月曜 19:00 ～ 21:00 10
和の布小物（パッチワーク） 後藤美恵子 第 2・4 月曜 19:00 ～ 21:00 2
グラウンド ･ ゴルフ

（球磨川河川緑地） 自　主 第 4 か 5 火曜 9:00 ～ 11:00 10

マナコフラワーデザイン
（アレンジフラワー） 近藤弘美 第 2・4 火曜 10:00 ～ 12:00 10

パステル画 丸山久美子 第 1・3 火曜 14:00 ～ 16:00 2
三味線 岡村麗子 第 1・3 火曜 14:00 ～ 16:00 5
華道池坊 中島陽子 第 1・3 火曜 19:00 ～ 21:00 5
ゆかいなカラオケ 今井一敏 第 1・3 水曜 14:00 ～ 16:00 10

（新）男性のカラオケ（昼） 今井一敏 第 2・4 水曜 14:00 ～ 16:00 15
楽しいソフト粘土 奈良﨑裕子 第 2・4 水曜 19:00 ～ 21:00 10
アレンジフラワー 橋本裕史 第 1・3 水曜 19:00 ～ 21:00 3

（新）男性のカラオケ（夜） 今井一敏 第 2・4 水曜 19:00 ～ 21:00 15
プア ツベローズ（フラダンス） 坂田愛子 第 1・2・3 水曜 19:00 ～ 21:00 10
日本舞踊 藤間幹崇 第 1・2・3 木曜 10:00 ～ 12:00 5
大正琴（初心者歓迎） 衛藤洋光 第 2・4 木曜 14:00 ～ 16:00 5
茶道表千家 本田ハツ子 第 1・2・3 木曜 19:00 ～ 21:00 5
バドミントン（市総合体育館） 小原克知 毎週 木曜 20:00 ～ 22:00 5
おし花 清水洋子 第 2・4 金曜 14:00 ～ 16:00 5

講　　座　　名 講　師 と き 募集人数 受講料（6 ヵ月）
モーハラフレンドリー 宮本清美 第 1・2・3 月曜 14:00 ～ 16:00 10 5700 円
ウクレレ 宮本武輝 第 1・3 月曜 19:00 ～ 21:00 3 3800 円
着物着付け 木村節子 第 2・4 月曜 19:00 ～ 21:00 5 3800 円
抒情歌を歌おう 橋本正臣 第 1・2・3 火曜 19:00 ～ 21:00 5 5700 円
インド式 ヨーガ 園田姫未子 第 2・3・4 火曜 19:00 ～ 21:00 10 5700 円
かんたん手作りパン 木本早苗 第 1 火曜 19:00 ～ 21:00 3 2000 円
アロマセラピー 藤本美穂 第 1 水曜 10:00 ～ 12:00 5 2000 円
リズム＆ダンス 徳永美奈子 第 1・2・3 水曜 10:00 ～ 12:00 10 5700 円
アフリカンダンス 寺本豊 第 1・2・3 木曜 13:00 ～ 14:00 10 5700 円
基礎から学ぶペン習字 中村智 第 2・4 木曜 19:00 ～ 21:00 5 3800 円
社交ダンス ひまわり 山森春子 第 1・2・3 金曜 10:00 ～ 12:00 10 5700 円
介護予防にいい太極拳 井村絹子 第 1・2・3 金曜 14:00 ～ 16:00 10 5700 円
ヒップホップジャズダンス 梶原裕香 第 1・2・3 金曜 20:00 ～ 21:00 10 5700 円
男性のための簡単料理 河野京子 第 1 土曜 10:00 ～ 12:00 4 2000 円
骨盤エクササイズ 中川志保 第 1・3 土曜 10:00 ～ 12:00 10 3800 円
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申込み　来館か電話で申し込み（先着順）　（新）は後期からの新クラブ。
　受講料はクラブごとに異なります。
　※託児（満２歳～就学前６歳　無料）は受付時に申し込み
問合せ　フレンドリーやつしろ（八代市働く婦人の家）☎ 35-6460

フレンドリーやつしろ　後期（10月～ 27年3月）

自主クラブ受講生補充募集

　
　
十
条
踏
切
　
全
面
通
行
止
め

　
　

八
代
駅
西
側
の
十
条
踏
切
舗
装
改
良
工
事
（
木
造

→
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）
に
伴
い
、
全
面
通
行
止
め
と
な

り
ま
す
。
工
事
期
間
中
、
迂
回
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
　
き　

９
月
14
日
㈰
午
後
11
時
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
月
10
日
㈮
午
前
６
時

問
合
せ　

Ｊ
Ｒ
九
州
八
代
工
務
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
34
１
９
０
３

　
　
住
民
票
な
ど
の
自
動
交
付
機
の

　
一
時
利
用
停
止

　
市
で
は
、
本
庁
守
衛
室
前
に
設
置
し
て
い
る
「
住

民
票
・
印
鑑
証
明
書
・
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
」

を
発
行
す
る
自
動
交
付
機
を
入
れ
替
え
ま
す
。

　

機
器
の
入
れ
替
え
に
伴
い
、
９
月
16
日
㈫
～
18
日

㈭
の
３
日
間
が
利
用
停
止
と
な
り
ま
す
。

　

利
用
停
止
期
間
中
は
、
窓
口
で
申
請
書
へ
の
記
載

に
よ
る
請
求
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

市
民
課
☎
33
４
１
１
０

　
　
国
の
情
報
公
開
や
個
人
情
報
保
護

　
　

国
の
行
政
機
関
や
独
立
行
政
法
人
な
ど
の
情
報
公

開
制
度
や
個
人
情
報
保
護
制
度
に
つ
い
て
、
案
内
や

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

と
　
き　

平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

と
こ
ろ　

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
総
合
案
内
所

熊
本
市
中
央
区
二
の
丸
１
‐
２　

熊
本
合
同
庁
舎

１
号
館
５
階　

総
務
省
熊
本
行
政
評
価
事
務
所
内

問
合
せ　

☎
０
９
６
（
２
１
２
）
９
３
７
７

　
　
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所

　
　

様
々
な
相
談
（
相
続
・
遺
言
、不
動
産
登
記
、戸
籍
、

供
託
、人
権
に
関
す
る
事
項
な
ど
）
に
法
務
局
職
員
、

公
証
人
、
司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
人
権
擁

護
委
員
が
応
じ
ま
す
。
事
前
予
約
制
で
す
。

と
　
き　

10
月
５
日
㈰　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

熊
本
地
方
法
務
局
八
代
支
局
会
議
室

　
　
熊
本
県
行
政
書
士
会 

電
話
無
料
相
談

　と
　
き　

10
月
１
日
㈬　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

相
談
電
話　

☎
０
９
６
（
３
８
５
）
７
３
０
１

内
　
容　

各
種
許
認
可･
登
録
、
法
人
設
立
、
遺
言
・

　

相
続
、
会
計
記
帳
・
内
容
証
明
書
・
契
約
書
作
成

費
　
用　

無
料　

秘
密
厳
守

申
込
み　

☎
32
２
６
５
４
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特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
に
基
づ
き
、
所
轄

庁
と
な
る
熊
本
県
か
ら
特
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
認

定
を
受
け
た
「
と
ら
太
の
会
」
の
山
下
順
子
理

事
長
ら
７
人
が
８
月
４
日
に
市
役
所
を
訪
れ
、

市
長
に
報
告
を
し
ま
し
た
。
認
定
を
受
け
た
の

は
７
月
23
日
で
、
県
内
で
２
件
目
、
八
代
市
で

は
初
め
て
で
す
。

　

こ
れ
は
、
認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
制
度

に
よ
る
も
の
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
う
ち
、
運
営

組
織
や
事
業
活
動
が
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た

場
合
に
認
定
さ
れ
、
税
制
上
の
優
遇
措
置
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
へ
の
寄
附
を
促
し
、
活
動
を
支
援
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

山
下
順
子
理
事
長
は
「
今
後
、
地
域
と
の
つ

な
が
り
を
さ
ら
に
深
め
て
い
く
こ
と
で
、
地
域

と
調
和
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
モ
デ
ル
と
な
り
、

全
国
に
活
動
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

７
月
25
日
、や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で

八
代
市
童
話
発
表
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
子
ど
も
た
ち
の
読
書
意
欲
の

向
上
を
図
り
、
豊
か
な
人
間
性
を
育
成
す
る
た

め
に
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
命
や

戦
争
、
環
境
、
福
祉
、
社
会
問
題
を
テ
ー
マ
に

し
た
話
が
多
く
、
子
ど
も
た
ち
の
す
ば
ら
し
い

発
表
に
涙
を
浮
か
べ
な
が
ら
聞
き
入
る
人
の
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
の
は

有
佐
小
学
校
６
年
の
吉
塚
美み

こ

と

古
都
さ
ん
。
定

年
を
迎
え
る
盲
導
犬
と
の
お
別
れ
を
書
い
た

「
そ
っ
と 

い
ち
ど
だ
け
」（
著
者
：
な
り
ゆ
き

わ
か
こ
）
を
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
付
き
で
情
感
豊
か

に
発
表
し
ま
し
た
。
吉
塚
さ
ん
は
、
10
月
４
日

に
「
ア
ス
パ
ル
富
合
」
で
開
催
さ
れ
る
第
53
回

熊
本
県
童
話
発
表
大
会
に
八
代
市
代
表
と
し
て

出
場
し
ま
す
。

※
入
賞
者
を
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
中

　

７
月
28
日
と
29
日
、
日
奈
久
温
泉
街
一
帯
で

「
日
奈
久
温
泉
丑
の
湯
祭
り
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
お
祭
り
は
約
６
０
０
年
前
、
日
奈
久
温

泉
が
発
見
さ
れ
た
日
が
「
土
用
丑
の
日
」
で
あ

り
、
こ
の
日
に
温
泉
に
浸
か
れ
ば
千
日
分
の
効

能
が
得
ら
れ
る
と
言
わ
れ
る
こ
と
に
ち
な
ん
で

始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

28
日
の
前
夜
祭
で
は
、
日
奈
久
温
泉
神
社
イ

　

８
月
９
日
と
10
日
、本
町
ア
ー
ケ
ー
ド
で「
ミ

ニ
や
っ
ち
ろ
２
０
１
４
」
が
開
か
れ
、
２
日
間

で
約
３
５
０
人
の
小
学
生
た
ち
が
職
業
体
験
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
働
く
こ
と
の
意
味
や
楽
し
さ
を
知

り
、
将
来
の
夢
に
挑
戦
し
て
も
ら
お
う
と
い
う

企
画
で
、
子
ど
も
だ
け
が
体
験
で
き
る
仕
事
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
30
分
間
仕
事
を
す
る
と

イ
ベ
ン
ト
通
貨
で
50
か
っ
ぱ
の
給
料
が
も
ら

え
、
買
い
物
や
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
参
加
者
は
、
テ
レ
ビ
局
や
警
察
、
清
掃
、

ケ
ー
キ
屋
な
ど
、
興
味
を
も
っ
た
仕
事
に
夢
中

で
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
東
陽
小
６
年
の
岩
本
明あ

か

ね

花
音
さ
ん

は
「
警
察
や
カ
フ
ェ
な
ど
で
働
き
ま
し
た
。
給

料
で
ア
ク
セ
サ
リ
ー
と
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
を
買
い

楽
し
か
っ
た
。
た
く
さ
ん
の
種
類
の
仕
事
を
し

て
み
た
い
」
と
仕
事
に
興
味
を
持
っ
た
よ
う
で

し
た
。

▲優秀賞を受けた 27人の出場者の皆さん

▲温泉街へ繰り出すみこし

▲テレビレポートに挑戦する子どもたち ▲認定NPO法人認定証などを手にする関係者の皆さん。
　前列右が山下順子理事長

とら太の会が認定 NPO 法人に

情感豊かな発表の競演
第９回 八代市童話発表大会

子どものマチでおしごと体験
ミニやっちろ 2014

温泉に浸かって千日分の効能
日奈久温泉丑の湯祭り

Town
   opics

笑顔 de あいさつ 　　しあわせ発信！八代市

の だいわま ち
Town
   opics

笑顔 de あいさつ 　　しあわせ発信！八代市

の だいわま ち

ベ
ン
ト
広
場
な
ど
で
、
日
奈
久

六
郎
太
鼓
演
奏
や
矢
住
千
春
歌

謡
シ
ョ
ー
、
浴
衣
de
ク
イ
ズ

シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
歌
謡
シ
ョ
ー
で
は
、
観
客

も
手
拍
子
を
行
い
一
緒
に
歌
う

な
ど
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

29
日
の
本
祭
で
は
、
温
泉
神

社
で
神
事
が
行
わ
れ
た
後
、
神

幸
行
列
が
温
泉
街
一
帯
を
練
り

歩
き
ま
し
た
。
甲か

っ
ち
ゅ
う冑

や
浴
衣
を

身
に
ま
と
っ
た
市
民
も
参
加

し
、
観
客
を
魅
了
。
ま
た
、
29

日
限
定
で
日
帰
り
温
泉
入
浴
料

を
無
料
に
す
る
サ
ー
ビ
ス
も
行

わ
れ
、
千
日
分
の
効
能
を
求
め

る
観
光
客
や
市
民
で
賑
わ
い
ま

し
た
。



29 Yatsushiro 2014. 9

市ホームページの「まちのわだい」は他の話題も掲載（随時更新中） 笑顔 de あいさつ 　　しあわせ発信！八代市笑顔 de あいさつ 　　しあわせ発信！八代市

五家荘ヤマメつかみ取り大会

妙見祭出し物体験教室

坂本防災教育キャンプ１００歳 おめでとうございます

八代地方新規就農者激励会地引網体験教室

▲演舞後に目の前に近づいた子亀蛇を見上げ 
　る子ども

▲器にラップを敷いて食事を盛り、節水に努める参加者

▲話に聞き入る新規就農者たち

　

八
代
妙
見
祭
の
出
し
物
に
つ
い
て
学
び
、
体
験
を

す
る
「
妙
見
祭
出
し
物
教
室
」
が
７
月
12
日
に
日
奈

久
小
学
校
で
行
わ
れ
、
約
50
人
の
小
学
生
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

獅
子
舞
や
木
馬
な
ど
の
演
舞
鑑
賞
や
子こ

が

め

亀
蛇
を
担

ぐ
体
験
、獅
子
お
面
づ
く
り
な
ど
が
あ
り
、普
段
触
れ

る
こ
と
の
で
き
な
い
出
し
物
に
、
子
ど
も
た
ち
は
夢

中
で
観
た
り
、触
れ
た
り
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

日
奈
久
小
学
校
４
年
の
武
部
幸
太
朗
君
と
東し

の
の
め雲
大ま

さ

承つ
ぐ

君
は
「
八
代
妙
見
祭
に
は
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

担
い
だ
子
亀
蛇
が
想
像
以
上
に
重
く
て
驚
い
た
が
、

と
て
も
楽
し
か
っ
た
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　

地
震
や
大
雨
に
よ
る
災
害
発
生
時
に
適
切
な
対
応

が
で
き
る
よ
う
行
動
や
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を

目
的
に
、
８
月
１
日
か
ら
３
日
ま
で
の
２
泊
３
日
、

坂
本
中
学
校
の
体
育
館
で
生
徒
や
保
護
者
、
地
域
住

民
な
ど
約
70
人
が
参
加
し
坂
本
防
災
教
育
キ
ャ
ン
プ

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

電
気
の
な
い
体
育
館
で
過
ご
し
た
り
、
与
え
ら
れ

た
水
を
工
夫
し
な
が
ら
使
う
節
水
の
大
切
さ
な
ど
を

学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
薪
を
使
っ
た
釜
で
の
調
理
や
ド
ラ
ム
缶
風

呂
な
ど
を
体
験
し
た
ほ
か
、
過
去
に
地
域
で
発
生
し

た
災
害
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

７
月
17
日
、
市
農
事
研
修
セ
ン
タ
ー
で
八
代
地
方

新
規
就
農
者
激
励
会
が
開
催
さ
れ
、
新
規
就
農
者
や

農
業
関
係
団
体
な
ど
約
80
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
県
南
広
域
本
部
の
主
催
で
、
新
規
就
農
者

に
対
し
て
各
種
支
援
制
度
の
説
明
や
先
輩
農
業
者
の

活
動
内
容
の
紹
介
、
意
見
交
換
を
通
し
て
就
農
定
着

に
向
け
た
一
助
と
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

先
輩
農
業
者
の
取
り
組
み
事
例
発
表
で
は
、
郡
築

八
番
町
の
一は

じ
め 

泰
憲
さ
ん
が
自
身
の
体
験
談
を
踏
ま

え
、
や
り
が
い
や
ア
ド
バ
イ
ス
、
農
業
仲
間
と
の
つ

な
が
り
の
大
切
さ
を
話
し
、エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

川
尻
の
問
屋
に
生
ま
れ
育
っ
た
タ
マ
さ

ん
。
市
内
に
住
む
鉄
道
員
の
夫
と
結
婚
し

て
４
人
の
子
ど
も
を
育
て
ま
し
た
。

　

育
児
が
一
段
落
つ
い
た
頃
に
肥
後
狂
句

を
始
め
、
新
聞
社
に
投
稿
し
た
作
品
が
掲

載
さ
れ
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
と
い

い
ま
す
。
ま
た
、
手
先
が
器
用
で
、
人
形

の
着
物
を
手
作
業
で
縫
製
し
て
い
ま
し

た
。

　

長
寿
の
秘
訣
は
「
頭
を
使
っ
た
肥
後
狂

句
作
り
と
、
縫
製
で
手
先
を
使
っ
た
細
か

い
作
業
を
し
て
い
た
こ
と
」。

池田 タマさん
（古城町）

大正３年７月２２日生

▲「塩焼きにして食べます」

▲大漁の網はずっしりと重い

　

７
月
28
日
、
せ
ん
だ
ん
轟
駐
車
場
横
の
ヤ
ビ

ツ
谷
で
ヤ
マ
メ
つ
か
み
取
り
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
泉
町
ヤ
マ
メ
つ
か
み
取
り
大
会
実
行
委

員
会
が
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
今
回
で

26
回
目
。
市
内
外
か
ら
２
１
３
人
の
親
子
連
れ

な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

せ
き
止
め
ら
れ
た
川
に
放
流
さ
れ
た
ヤ
マ
メ

は
約
２
０
０
０
匹
。
参
加
者
は
、
制
限
時
間
10

分
間
で
よ
り
多
く
の
ヤ
マ
メ
を
捕
ま
え
よ
う

と
、
腰
や
胸
ま
で
川
に
浸
か
り
、
岩
や
石
の
下

に
腕
を
伸
ば
し
ま
し
た
。
初
め
は
苦
戦
し
て
い

た
子
ど
も
た
ち
も
、
川
の
浅
瀬
に
追
い
や
る
な

ど
し
て
上
手
に
捕
ま
え
て
い
ま
し
た
。

　

陸
地
か
ら
網
の
ロ
ー
プ
を
引
き
寄
せ
て
漁
を

す
る
「
地
引
網
体
験
」
が
大
島
地
先
で
あ
り
、

一
般
公
募
で
集
ま
っ
た
小
中
高
校
生
と
そ
の
保

護
者
ら
約
２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

海
や
漁
業
の
こ
と
を
知
っ
て
魚
を
た
く
さ
ん

食
べ
て
も
ら
お
う
と
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、

今
回
で
22
回
目
で
す
。

　

船
で
仕
掛
け
た
網
か
ら
延
び
た
長
さ
約

２
０
０
ｍ
の
ロ
ー
プ
を
「
よ
い
し
ょ
、よ
い

し
ょ
」と
元
気
い
っ
ぱ
い
引
く
こ
と
20
分
。約

１
０
０
尾
30
㎏
の
獲
物
が
揚
が
り
、子
ど
も
た

ち
は
飛
び
跳
ね
る
魚
に
歓
声
を
上
げ
ま
し
た
。
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第43回 本町土曜市とれたて村 土曜市に出店八代城跡と水島で除草

夏休み子ども陶芸教室水回り設備をボランティア点検坂本町で廃校文化祭

▲粘土を延ばして、皿の形に丸く切り取る参加者

▲人でいっぱいのアーケード▲玉こんにゃくを試食

▲吐水パイプを取り外し、蛇口内部を点検

▲八代城跡での除草作業

▲似顔絵はんこのブース

Town
   opics

                                   笑顔 de あいさつ  しあわせ発信！八代市

の だいわま ち

　

７
月
26
日
か
ら
８
月
９
日
ま
で
の
土
曜
日

に
、
本
町
ア
ー
ケ
ー
ド
で
恒
例
の
本
町
土
曜
市

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
本
町
２
丁
目
イ
ベ
ン
ト
広
場
で

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
秀
岳

館
高
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
で
華
や
か
に
幕
開

け
し
ま
し
た
。
夏
の
定
番
イ
ベ
ン
ト
と
あ
っ

て
、
ア
ー
ケ
ー
ド
は
人
で
溢
れ
る
ほ
ど
に
大
賑

わ
い
。
大
鯛
ど
っ
こ
い
や
射
的
な
ど
無
料
券
で

遊
べ
る
ゲ
ー
ム
の
前
は
黒
山
の
人
だ
か
り
と
な

り
、
多
く
の
家
族
連
れ
が
八
代
の
夏
の
風
物
詩

を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

東
京
板
橋
区
で
本
市
を
は
じ
め
全
国
15
の
市

町
村
か
ら
直
送
さ
れ
た
野
菜
や
加
工
品
な
ど

を
販
売
し
て
い
る
、
全
国
ふ
る
里
ふ
れ
あ
い

シ
ョ
ッ
プ
「
と
れ
た
て
村
」。
商
店
街
同
士
の

交
流
を
深
め
よ
う
と
、
８
月
２
日
の
土
曜
市
に

合
わ
せ
本
町
商
店
街
で
１
日
限
り
の
出
店
を
行

い
ま
し
た
。

　

販
売
し
た
の
は
、山
形
県
最も

上が
み

町
の
玉
こ
ん

に
ゃ
く
を
し
ょ
う
ゆ
で
煮
込
ん
だ
串
や
、和
歌

山
県
田
辺
市
の
梅
干
し
を
つ
ぶ
し
、き
ゅ
う
り

に
ま
ぶ
し
た
梅
キ
ュ
ー
な
ど
。買
い
求
め
て
お

い
し
そ
う
に
ほ
お
ば
る
姿
が
見
ら
れ
、す
べ
て

完
売
の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

　

８
月
８
日
、
市
管
工
事
業
協
同
組
合
の
職
員

18
人
が
、
太
田
郷
幼
稚
園
の
水
道
蛇
口
な
ど
の

点
検
を
行
い
ま
し
た
。
同
組
合
が
平
成
17
年
か

ら
行
っ
て
い
る
道
路
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
以
外

に
も
、
専
門
知
識
や
技
能
を
生
か
し
地
域
に
貢

献
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
始
め
ら
れ
た
も
の

で
、今
回
が
初
め
て
の
点
検
作
業
と
な
り
ま
す
。

　

水
栓
器
具
点
検
で
は
、吐
水
パ
イ
プ
と
蛇
口

の
接
続
部
分
の
緩
み
や
さ
び
、ゴ
ム
パ
ッ
キ
ン

の
劣
化
具
合
な
ど
を
確
認
・
調
整
。さ
び
を
落

と
し
拭
き
上
げ
る
と
、新
品
の
よ
う
に
奇
麗
に

な
り
ま
し
た
。

　

８
月
２
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
し
ら
さ
ぎ
（
白
鷺

電
気
工
業
）
や
協
力
事
業
所
の
職
員
な
ど
約

１
５
０
人
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
八
代
城
跡
と

水
島
の
除
草
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
法
人
が
高
所
で
の
作
業
技
術
を

活
か
し
て
地
域
の
誇
り
で
あ
る
文
化
財
の
美
化

に
貢
献
し
よ
う
と
行
っ
て
お
り
、
今
年
で
15
回

目
（
水
島
は
７
回
目
）
に
な
り
ま
す
。
八
代
城

跡
で
は
、
ロ
ー
プ
や
は
し
ご
を
使
っ
て
石
垣
を

上
り
下
り
し
な
が
ら
手
や
カ
マ
で
除
草
。
水
際

の
草
な
ど
は
ボ
ー
ト
を
使
っ
て
回
収
し
ま
し

た
。
水
島
で
は
、
岩
の
間
に
生
い
茂
っ
た
草
を

カ
マ
な
ど
で
刈
り
取
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

８
月
７
日
、
赤
星
公
園
内
の
水す

い
ち
っ
き
ょ

竹
居
の
館や

か
た

で
「
夏

休
み
子
ど
も
陶
芸
教
室
」
が
開
催
さ
れ
、
小
学
生
30

人
と
保
護
者
が
陶
器
の
皿
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

も
の
作
り
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
毎
年

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
８
回
目
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
鏡
陶
芸
ク
ラ
ブ
会
員
の
指
導
を
受

け
、
慣
れ
な
い
皿
作
り
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
富
士

山
や
魚
な
ど
個
性
あ
る
絵
付
け
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

高
田
小
学
校
３
年
生
の
中
川
亜あ

い衣
さ
ん
は
「
初
め

て
作
る
丸
い
お
皿
で
す
。
１
枚
は
ひ
い
じ
い
ち
ゃ
ん

に
、
も
う
１
枚
は
自
分
で
使
い
ま
す
」
と
話
し
な
が

ら
、
粘
土
を
延
ば
し
て
い
ま
し
た
。

　

８
月
９
日
と
10
日
、
坂
本
町
の
旧
田
上
小
学
校

校
舎
を
利
用
し
て
八
代
廃
校
文
化
祭
が
初
め
て
開

催
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
廃
校
の
撮
影
に
訪
れ
た
益
城
町
の
牧

村
亮
佑
さ
ん
が
、
地
元
の
人
か
ら
廃
校
で
地
域
が

寂
し
く
な
っ
た
と
の
話
を
聞
き
、
仲
間
と
企
画
し

た
も
の
で
す
。

　

ネ
ッ
ト
な
ど
で
呼
び
か
け
る
と
芸
術
や
も
の
づ

く
り
、演
奏
な
ど
の
分
野
か
ら
35
人
が
集
ま
り
ま

し
た
。教
室
や
ホ
ー
ル
を
利
用
し
て
作
品
展
示
や

制
作
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
な
ど
、学
校
は
久

し
振
り
に
賑
や
か
さ
を
取
り
戻
し
て
い
ま
し
た
。



31 Yatsushiro 2014. 9

                                   笑顔 de あいさつ  しあわせ発信！八代市
◎第8回「言語聴覚の日」くまもと大会
日時／9 月 14 日㈰
　　　午後2時～4時（受付：午後1時～）
場所／熊本保健科学大学（和泉町 325）
内容／映画「言葉のきずな」の上映
対象／失語症などコミュニケーションに困難を抱
　　　えた人や家族、医療・保健・福祉関係者など
その他／言語聴覚士や言語障がい、えん下障がい
　　　のパネル展示。ことばや読み書き障害、
　　　えん下障がいなどの相談コーナー有り
問合せ／言語聴覚の日くまもと大会実行委員
　　　会事務局 内田☎096-380-7011（代）

◎竹原神社 稚児相撲 土俵入り
日時／10 月 19 日㈰　正午～午後 3 時
場所／竹原神社（竹原町 2225）
対象／6ヵ月～3歳くらいの男女児（市外可）
申込金／5,000 円以上
その他／参加者には名前入り御幣板と記
　　　念写真を進呈
申込・問合せ／10 月 15 日㈬までに
　　　　　竹原神社☎32-7472

◎子羊文庫 勉強会
日時／9 月 4 日㈭、10 月 2 日㈭
　　　午前 10 時 30 分～
場所／市立図書館
内容／9 月 4 日　「おはなし会の開き方」
　　　10 月 2 日　「三浦太郎の絵本」
対象／どなたでも、参加無料
問合せ／子羊文庫 早木☎34-5761

◎wimin☆女性のためのこころのケア講座
日時／9 月 6 日㈯、10 月 4 日㈯
　　　午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分
場所／千丁公民館
内容／暴力などの構造を知り、自分のこころ
　　　を整理したり、別の視点から考える。
対象／女性
定員／15 人
費用／各回 2,000 円
問合せ／女性のための相談室☆ wimin
　　　山本☎46-2185

◎「災害と女性」について学ぼう
支援に必要な男女共同参画の視点
日時／9 月 23 日㈫
　　　午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分
場所／千丁公民館
内容／災害の時、女性にはどのような困
　　　難があるのか、東日本大震災の具
　　　体例を見ながら問題を考える。
対象／女性
定員／20 人
費用／300 円（資料代）
問合せ／千丁ウィミンズネットワーク
　　　山本☎46-2185

◎パソコンを介して仲間になろう
パソコンは大人のおもちゃ箱
日時／日曜日　午後1時30分～3時30分
場所／NTT 八代支店
内容／写真や音楽を編集・挿入し、アル
　　　バムを作成。年賀状作成など
費用／初めての人は3,000円（6回分）を前納
その他／要パソコン持参。事前に連絡を
　　　お願いします。教室見学可
問合せ／熊本シニアネット八代サロン
　　　久保田☎090-9591-0857

◎子育てセミナー
「思春期のこどもの対応 パートⅢ」
日時／9月27日㈯　午後1時30分～3時
場所／やつしろハーモニーホール
講師／一般社団法人倫理研究所 橋本多實子氏
対象／乳児・学童がいる親
費用／200 円（資料代）
問合せ／一般社団法人倫理研究所
　　　家庭倫理の会 林田☎32-5421

◎球磨川上流 五家荘伝説歴史講座
日時／9月5日㈮・19日㈮　午後2時～3時
場所／有佐駅前公民館（鏡町下有佐）
内容／五家荘の平家伝説、菅原伝説、西
　　　南戦争・太平洋戦争と五家荘など、
　　　五家荘にまつわる話
定員／30 人
費用／1 回 500 円
問合せ／石田☎52-8216

◎アーチェリー体験教室 参加者募集日時／9 月 7 日㈰　午後 10 時～場所／八代清流高校アーチェリー場対象／市内在住か勤務する中学生以上　　　（未成年者は保護者の同意が必要）費用／500 円（保険料）　既加入者不要その他／弓具不要。運動ができる服装申込・問合せ／9 月 5 日㈮の午前中までに　　　八代市アーチェリー協会
　　　岩瀬☎080-1772-3401

◎登山教室 受講者募集
日時／9月24日㈬～平成27年3月（全9回）
　　　6 回　講座 午後 7 時～ 厚生会館
　　　3 回　実技
内容／安全で楽しいハイキングや登山に
　　　ついてのノウハウを学習
対象／どなたでも
定員／20 人
費用／2,000 円
問合せ／八代山の会事務局 谷川☎38-0202

◎歌声サークル
日時／9 月 21 日㈰
　　　①午前 10 時 30 分～
　　　②午後 2 時～
場所／①鏡文化センター
　　　②麦島公民館
内容／童謡、唱歌、昭和歌謡をみんなで歌う
対象／歌が好きな人
定員／20 人
費用／800 円（会場使用料）
その他／歌詞カード無料貸出
問合せ／加來☎090-8356-1190

◎バドミントン 基礎講座
日時／9 月６日㈯～ 11月 1日㈯
　　　毎週土曜日　午後 1 時～ 3 時
場所／サンライフ八代
講師／元日本リーグ選手・吉永圭井子氏
対象／どなたでも（学生不可）
定員／20 人程度
費用／10 回で 3,500 円（1 回目に徴収）
その他／ラケットと体育館シューズ持参
　　　（ラケットは貸出可）
申込・問合せ／電話・FAXかメールで西村まで
　　　西村☎・FAX33-9013
　　　nonoe1999@taj.bbiq.jp

伝言板は、八代市内の団体・サークル・グループ・
愛好会などが、非営利（宗教・政治・営業以外）
で行う活動などの情報を掲載するコーナーです。
仲間募集やイベント告知などにご利用ください。
内容に関するお問合わせは、直接情報提供者へ。
★ 11月号の掲載申込締切は、9/25 ㈭です。

伝言板

◎八代ウインドオーケストラ 第21回定期演奏会
日時／9月13日㈯　午後7時開演
場所／厚生会館
入場無料
問合せ／田川☎32-6279

◎古文と英語で読む「源氏物語」
日時／隔週土曜日　午前10時～11時30分
場所／坂本宅（大村町 528-6）
内容／源氏物語を原文と英語訳で読む
対象／どなたでも
定員／7 ～ 8 人
費用／1 回 700 円（テキスト代含む）
問合せ／坂本☎51-5018

◎熊本労災病院 市民公開講座
「ぐっすり眠るためにはどうしたら…」
日時／9 月 12 日㈮
　　　午後7時～9時（受付：午後6時～）
場所／やつしろハーモニーホール
内容／①ストレスと不眠
　　　②睡眠時無呼吸症候群とは
　　　③睡眠と食事
　　　④睡眠と運動
対象／どなたでも
定員／500 人、入場無料
問合せ／熊本労災病院 医事課
　　　松本☎33-4151

◎第 34 回 やつしろマルシェ
日時／9月13日㈯　午前9時～午後2時
場所／やつしろハーモニーホール（玄関前通路）
内容／採れたて農産物の直売。農産加工
　　　品、ハンドメイドの販売
問合せ／やつしろマルシェ生産者会事務局
　　　柿本☎070-5413-4901

◎第 49 回 八美展
日時／9 月 30 日㈫～ 10月 5日㈰
　　　午前9時～午後5時（5日は午後4時まで）
場所／市立博物館

［作品募集］
搬入日時／9 月 21 日㈰　午前 9 時～正午
　　　  （午後は審査）
搬入場所／八代公民館
募集分野／日本画・洋画・版画・彫刻・工芸・デザイン
対象／どなたでも
費用／一般は1部門につき3点まで3,000円
　　　（高校生は 1,000 円）
問合せ／八代美術協会事務局 片岡☎34-0518

◎第 36 回 熊本総合病院 市民公開講座
「尿路結石の診断と治療」
日時／9 月 10 日㈬　午後 6 時～ 7 時
場所／熊本総合病院14階「熊本総合病院ホール」
講師／中村圭輔 泌尿器科医長
定員／100人、参加無料、事前申込不要
問合せ／熊本総合病院 総務企画課☎32-7111
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八
代
の
夏
の
祭
典
「
八
代

く
ま
川
祭
り
」
が
８
月
２
日

に
行
わ
れ
、
多
く
の
人
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

　

保
育
園
児
に
よ
る
子
ど
も

み
こ
し
で
ス
タ
ー
ト
し
、
八

代
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防

音
楽
隊
に
よ
る
音
楽
パ
レ
ー

ド
や
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
大
人

み
こ
し
な
ど
が
会
場
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
52

団
体
か
ら
約
４
４
０
０
人

が
参
加
し
た
総
踊
り
で
は
、

浴
衣
や
法
被
姿
な
ど
の
参

加
者
が
「
八
代
音
頭
」
と

「
や
つ
し
ろ　

よ
か
と
こ　

Y
O
TTO

ID
E!

」
の
2
曲
に

合
わ
せ
て
踊
り
弾
け
会
場
を

魅
了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
祭
り
の
日
前
後
に

は
、
協
賛
事
業
の
「
く
ま
リ

バ
ー
ラ
ン
ド
」「
ハ
ー
モ
ニ
ー

フ
ェ
ス
タ
～
ダ
ン
ス
と
音
楽

の
祭
典
～
」
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

八代舟出浮き 秋のキャンペーン

間
近
で
八
代
伝
統
の

漁
を
見
学
し
、

新
鮮
な
魚
料
理
を

無
人
島
で
味
わ
う
。

期
間
中
、
一
隻
ご
と
に
料
金

か
ら
３
０
０
０
円
値
引
き
し

ま
す
。

◆
基
本
料
金

船
一
隻
3
万
円
（
５
人
ま
で
）

※
一
人
追
加
毎
に
５
０
０
０
円
追
加

※
小
学
生
は
２
５
０
０
円
、
小
学
生

　
未
満
１
０
０
０
円
、三
歳
未
満
無
料

※
お
米
や
飲
み
物
は
持
参
（
米
1
合

　
１
０
０
円
で
準
備
で
き
ま
す
）

※
季
節
に
よ
り
漁
法
や
料
理
内
容
が

　
異
な
り
ま
す
。

◆
申
込
み
・
問
合
せ

市
観
光
物
産
案
内
所
☎
35
６
６
２
７

※
乗
船
予
定
日
の
一
週
間
前
ま
で
に

　
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

1 2

3 4

5 6

1．奇麗な踊りを披露した八千把校区まちづくり協議会の皆さん　2．リズムに乗った華麗な舞い
3．祭りには多くの女性が参加し華やかでした　4．（子どもみこし）子どもたちの笑顔と元気が祭り
を盛り上げました　5．（ハーモニーフェスタ～ダンスと音楽の祭典～）オープニングを飾ったリト
ルバレリーナズ　6．（魚のつかみどり）岩陰に隠れていた鯉をゲット　7．（くまリバーランド）球磨
川でパドルの持ち方やこぎ方を練習する子どもたち

< 9 月 1 日㈪ ～ 11 月 30 日㈰ >

八
代
く
ま
川
祭
り

踊
っ
て
弾
け
た

7
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